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野生鳥類の保護ど林地開発
－特に猛禽類を中心に－W一F
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森林総合研究所東北支所保護部長

丑0196-41-2150．代表

はじめに

近年，生物多様性の保全が声高に叫ばれるようになり，野生鳥類も特に猛禽類を

中心にその保謹がクローズアップされるようになってきた。

森林生態系はすべての生物と無機質が織りなす複雑系であり，そこに生息する生

物には本来重要性の違いはない。しかし，生態系を構成するすべての要素とその相

互関係が解明されるまで，保全対策を待つわけにもいかない。そのため，例えば猛

禽類のような|皇|立つ存在を保全'三|標種として，地域一帯の土地利用と保護管理の調

和を'三I指すのも，やむを得ない。

猛禽類は森林生態系の食物連鎖の頂点に立つ生き物なので，その保護管理を図れ

ば，地域一帯の保全もある程度保障されることになる．しかし，最終の目標は森林

生態系の持続的管理であり，稀禽類のみが保護されれば，ほかはどうなってもいい

というものではない。あるいは，猛禽類が生息していない森林の開発は自由である

ということでもない。

もともと森林生態系には，こうした猛禽類がいて当たり前という見方が必要であ

る。生物多様性が維持され，小鳥を含め餌となる小動物が潤沢にいる森林，あるい

は持続的な生産が確保される森林には，必ず猛禽類が住み付くということである。

最近，獄禽類は生息数の減少や繁殖成績の低下が著しい。これは森林生態系が危
ひん

機に瀕している一つの兆候であろう。リゾートやダム，林道等の開発現場で猛禽類

の生息が脅かされているが，さらに停滞する林業活動そのものが彼らの主要な生活

の場である森林の環境劣化を招いていると思われる。本論では，危機に瀕する猛禽

類，特にワシタカ類の保護と各種の森林開発あるいは施業との調整法を述べる。

猛禽類を取り巻く情勢

平成4年にブラジルで開催された国連環境開発会議いわゆる地球サミットを受

けて，国内では「環境基本法｣，「生物多様性条約」および「絶滅のおそれのある野

生動植物の種の保存に関する法律」が翌年相次いで施行・締約された。

林業技術N().6621997.5



環境庁
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国内で繁殖する森林性のワシタカ類の保護に関しては，オジロワシ，カンムリワ

シとイヌワシが以前から天然記念物指定になっているほか，クマタカ，オオタカを

含む5種が上記の種の保存法の指定種となっている。特に，イヌワシ，クマタカ，
あつれき

オオタカの3種は国内全域に広く分布し，開発との軋礫が生じることが多いが，規

制を伴う具体的施策はまだ実行に移されていない。ただし,種の保存法の第34条に

は，これら猛禽類が生息する森林の所有者はその保談に留意すべきことが明記され

ている。

北米ではニシアメリカフクロウ(Spottedowl)保謹のために，オレゴン州，ワシ

ンI､ン州など北西部国有林の広大なオールドグロースの伐採禁止措償が図られた･

また英国では，オオタカ保護のため繁殖期には巣から300m以内への立ち入り禁止

令が施行されるなど，欧米では規制を伴う保護施策が実行に移されている。

わが国でも，森林生態系保護地域の設定など厳正に保護を図るべき森林が増えて

はいるものの，ワシタカ類は行動圏が広く，もともと密度が低いので，それらの保
ちゅう

護地域でカバーされる個体やつがいの数は少ない。人口稠密なわが国で，こうした

保護地域を今後飛躍的に増加させることは無理である。したがって，ワシタカ類の

健全個体群を維持するためには，土地利川の行われている地域においても共存策を

展開することがぜひ必要である。

環境庁は，平成8年8月にイヌワシ，クマタカ，オオタカ3種を対象とするr猛

禽類保護の進め方」を刊行した。本書は筆者も参画する環境庁の猛禽類保護方策分

科会での検討を基にまとめられたものであるが，あくまでもガイドラインであって

法令ではない。対象事項はいわゆる大規模開発であるが，中小規模の開発事業にも

当てはめることが望ましいとしている。林野庁では，その約2年前に「民有林林道

事業における希少な鳥類への対応マニュアル」を都道府県向けの指針として出した

が，その中味は猛禽類の営巣地の保護が主であり，生活域全体の保全を目指したも

のではなかった。

今回の環境庁のガイドラインは，開発事業と該当地域に生息するつがいの生活域

全体の保護との調整を図ることを目標としたものである。本来は猛禽類の健全個体

群維持の観点から，分布域全体の保全を志向すべきであるが，まだわが国全体の生

息数把握も行われていないので，そこまでは踏み込めなかった。しかし，生活域保

全のために，該当種だけではなく猛禽類数種をセットとして，生態系の保全を図る

べきことを提言している。以下に本ガイドラインの要点を述べる。

ガイドラインについて

林道やダムなどの大規模|淵発事業の現場において，イヌワシ，クマタカ，オオタ

カが生息している場合に，事業者による調査に基づいて保謹対策を立てるための，

作業手順および保護指針を示している。

まず，既存情報や現地調査で生息が確認された場合に，繁殖期を2シーズンは含

む期間において一定規模の観察調査や営巣地確認を行う。次に，得られたデータを

林業技術N().6621997.5
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分析し，営巣中心域，営巣期高利川域，ノ|噛巣期滿利用域を把握する。それらの区

域が事業予定地にかかる場合には事業地を変災するように努めるとともに，工覗が

繁殖に影響しないように，期間，規模などを訓整する。もし，観察訓森が不叫能な

奥地，豪雪地などである場合には，既存の資料から椛定した一定範囲の保謹エリア
ねら

を当てはめて調繋を行う。猛禽類は昔から人に狙われてきたので幣戒心が強く，特

に繁殖期に近傍で工事などが行われると営巣を中止する例が多い。

つがいの生活域での森林施薬については必ずしも否定しておらず，営巣中心域や

行動圏内の自然植生は極力保護するものの，既存施業地での伐採や保育作業は時期

や程度にもよるが可能である。これら猟禽類は，伐採地や幼齢植林地でも採餌活動

を行うため，むしろ稜極的に森林の手入れを行い，多様な林相および生物相の維持

を志向している。

これら猛禽類の行動圏や繁殖生態はまだ-|･分には把撮されていないため，今1回lの

ガイドラインは暫定的なものである。今後さらに調査研究を行い，改善していく予

定になっている。

共存は可能である

猛禽類が生息すると，すべての開発や施業ができなくなってしまうように思われ

がちであるが，猛禽類は適応力が大きいので，共存はかなりのところ可能である。

また，共存しなければならない。先に示した3種について，共存の観点から彼らの

生態を見てみよう。

まずイヌワシであるが，本種は白山III系や朝R山塊など自然腱の商い一部地域を

除いては，大半が天然林，人工林，二次林や伐採地が交じった地域に生息している。

北米やスコットランドでは，岩山のある草原地帯が主要な生活域である。つまり，

広大な純森林地帯には住まず，人為を含め適度に疎開した環境を好む。ただし，繁

殖成績のよいのは，30％程度は良好な門然林が残っている地域である。:張食はノウ

サギ，ヤマドリ，ヘビ類であるが，こうした餌を伐採地，林道際，ギャップのある

落葉広葉樹林，高山帯などで捕食する。体が大きく翼が長いので森林内には突入で

きず，疎開地で餌を襲うのである。

岩手県北上山系は全国のイヌワシ約130つがいの2割が生息するが，この地域は

たたら製鉄，薪炭林や放牧など昔から|淵発の進んだ地域で，天然林は少ない。ここ
いくすう

では春の野焼きの煙が頭上にたなびく鰐地でイヌワシが平気で育雛するなど，人と

イヌワシが昔から共存してきた。しかし，近年は他の地域と同様，繁殖率が急激に

低下し,個体群の存続が危恨される状況になっている。この原因は,各種開発やPCB

汚染などいろいろ考えられるが，もう一つ重要な点は人工林のうっ閉化ではないか

と推察される。

英国の研究例では,生息域の40％が人工林化されうっ閉すると，イヌワシは繁殖

しなくなるという。わが国の人工林率は現在41％であり，そのかなりの部分は間伐

手遅れなどでうっ閉している。うっ閉すると下脚植生が衰退してノウサギが減少し，

林梁技術N()6621997.5



写真①イヌワシ
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また，イヌワシは密な林に飛び込めないことが繁殖制限要悶になっていると思われ

る。林業が活性化し，植伐や間伐が適度に行われれば，イヌワシはかえって喜ぶも

のと思われる。

最近，東北地方で造林木のカラマツやスギにイヌワシが営巣する例が出てきた。

わが国のイヌワシの大半は絶壁の窪地で鴬巣するが(写真①)，’磧雪の少ない地方で

は急傾斜地や小尾根上にあるアカマツ，キタゴヨウなどの巨木にも営巣する。天然

の巨木の減少が進む中，戦後植栽された造林木が大きく育ち，営巣環境として好適

になりつつあるものといえる。写真に示した秋田県州沢湖町の巣は平成7年秋に岩

盤ごと崩落したが，その後の人エ巣の復元により営巣を継続している。

クマタカ（写真②）は，森林そのものに依存して生活し，リス，カケスなどの小

動物をよく捕るが，やはりイヌワシと同様，ノウサギ，ヤマドリなども伐採地，林

道際などで捕食することが多い｡西R本では人工林率60%を超える地域にもかなり

生息しているが,岩手県の例では良好な自然林が20%程度は残っている地域の繁殖

率がよい。営巣木は，西日本ではモミ，アカマツ，東日本ではブナ，ミズナラ，キ

タゴヨウなど，いずれも急傾斜地の巨木に営巣するが，最近ではスギの造林木でも

かなりの営巣が見られるようになった。

中部地方では,スギの巨木に人工巣を造ったら営

巣した例がある。人家から150mの所に営巣した

り，高圧線鉄塔を見張り場としてしばしば利用する

など，クマタカは人為環境にも適応して生活してい

るといえる。ただしダム建設に関しては，その立地

がクマタカの営巣地と競合するため,全国各地で問

題になっている。

写真②クマタカ

、趣

伸龍技術No.6621997.5
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共存の方策

オオタカは，以前はII｣岳地の鳥といわれていたが，近年は急激に低山，平地林に

進出しているようで，ゴルフ場，高規格道路やニュータウン建設と摩擦を引き起こ

す例が多い。低地で数が増えている原因は，その地域の森林が育ち上がり営巣適地

が増えたことと，ドバト，ムクドリなどオオタカの好む中型鳥類が多くなってきた

ためであろう。営巣木は平坦地形のアカマツを最も好むが，最近はマツ枯れの影響

で，スギ造林木にかなり営巣するようになってきた。

このように，これら3種は多くのつがいが人為の入った環境にも生息するように

なっており，人間あるいは林業等の生産活動との共存は，ある程度可能であると考

えられる。ただし，スキー場，ゴルフ場など常時人の出入りの多い開発事業との共

存は難しく，開発後消滅するつがいが多い。スキー場は3月ごろまでの営業である

が，イヌワシ，クマタカはその時期が産卵ふ化期に当たり，最も警戒心が強い。そ
ひつ

の点，ダムや林道開発では，工事後周辺が静諦になると再び戻ってくる例が相当見

られる。

稀禽類との共存のためには，森林施業や各種開発事業の場所と時期の調整がまず

必要であり，次に猛禽類の生息環境の持続的管理が重要である。猛禽類が生息する

には静諦な営巣場所の確保と餌資源の安定供給が大切である。ノウサギとドバトの

みでは，年間の餌資源は確保できない。このため，やはり生物多様性の維持を基本
わ

に多種多様な餌資源が湧き出すような環境づくりが必要になる。

森林施業との共存錐としては以~ドのようなことが望まれる。除間伐を励行し，下

臓植生を増やす。良好な自然林は極力残すとともに，二次林，人工林は伐採地を常

時適度に散在させる。そのために齢級椛成を平準化する。営巣木，餌木の確保のた

め巨木や高木林を計画的に保残する。特に急傾斜地の巨木は残す。餌動物や猛禽類

の幼鳥の移動を保障するため森林の連続性を確保する。人工林地帯に多くの広葉樹

要素を維持育成する。営巣期に巣の近くでの施業は避ける。これらのきめ細かな森

林管理のために，人工林，二次林地帯では林道網を密にする。このことは猛禽類の

採餌場供与にもかなう。ただし，環境保全に配慮し，林業従事者以外の利用は極力

規制する。

このようにして，森林地帯の猛禽類の生活環境の保全と生物多様性の維持が図ら

れれば，林業以外のやむを得ざる開発は比較的容易に場所の選定が行えるようにな

るものと思われる。また，これらの森林管理は林業自身にとっても益する部分が多

いといえる。なお，平野部の森林においては，長期的土地利用のゾーニングをまず

行った後，農地，河川敷を含む緑地率の維持とモザイク状かつ連続性を持った植生

配置を行うことが望ましい。

猛禽類を含む生物多様性の維持は21世紀の人類の生活環境保全のためにも重要

であり，具体策を実施するための合意形成と費用負担方式の開発が緊急の課題とな

る 。〈完〉

林業技術No.6621997.5
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先に決定のありました日本林学会賞は，作山健氏の論文｢マツ葉ふるい柄とその病原菌，とくに

LophodermiumiwatenseSAKUYAMAの発生生態と防除に関する研究｣，中井裕一郎氏の論文
「トドマツ林における降雪の遮断蒸発(1)水収支的観測｣，豊川勝生氏の論文｢集材機運転作業環境

に関する基礎的研究｣，日本林学会奨励賞は，大類清和氏の論文｢森林集水域での土壌から渓流への
水質変化｣，日本林学会功績賞は,松井光瑳氏の｢世界林業研究機関連合(IUFRO)第XⅦ回世界大会
組織運営ならびに林学の組織的研究体制の構築に対する貢献」に蝋られました。

き）の砺究発表聞き歩記（毒歩記 ある
咽

流通に関する報告や，林業労働力の供給にかかわって

は，林業事業体の労災防止活動を取り上げた報告，女

子労働力の活燗に関する事例報綜があった。さらに，

l.RIの林業政雛そのものを取り上げたものとして，林野

實法と流域林業政策の関係という今日的課題を扱った

報告があった。

今大会の林政部門では，林野利用の地域社会的側面

や，いわゆる市民参加を伴う林野利用に関する報告が

10f|:ほどと数多く見られた。総じてこれらの報告は，

林野利用の経済的な側面は脇に獺いて，山村民あるい

は部市民の生活の中に林野を利用することがどう位置

づけられてきたか，あるいはこれから位置づけられよ

うとしているのかを亜祝して，雌史的推移なり現状を

鞭杓したものであった。ただし，この分野では，個々

の繩告の意味づけをしにくいことがあり，今後は個別

の研究を体系化していく努力も必要ではないかと思わ

れた。

森林の公益的利用については,バブルがはじけ,リゾ

ート|刑発が一段落した後の森林レクリエーションに関

▼

林政犬:灘|京雫掌｜
林政部門では,昨年とほぼ同様の50件余の報告があ

った。その内容を大別すると,i到内の林業・林産業，

地域社会の林野利用あるいは市民参加による林野利用，

森林レクリエーションなど森林の公蒜的利用，アメリ

カ林業その他の海外林業とに分けることができる。

以下，カテゴリーごとに主だった搬併を概観していく。

国内の林業・林産業に関する報告では，戦後に造林

された大量の人工林資源が，間伐から主伐の段階を迎

えていることを踏まえた課題設定がir.l立った。林内作

業車道を軸とした間伐作業体系の導入と森林施業の共

同化に関する事例研究，東北の戦後造林地柵における

素材生潅の現状に関する多血i的な分析，線形計画法を

用いた森林所有者の伐採行動に関する研究，製材工場

の素材仕入れコストを外材の場合と国産材の場合で比

較などを試みた研究についての報告がこれに当たる。

また、このほかにも，木くずの利川，地方都市の木材

林難技術No.6621997.5
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する報告など，森林のレクリエーション利用に関する

報告,水害防備機能を持つ森林の利用に関する報告,療

養施設周辺の森林の存在に関する報告などがなされた。

アメリカ林業に関しては，一昨年・昨年に引き続き

テーマ別セッション「アメIノカ林業・林産業の近年の

動向と森林政策」が行われ，合計8題の報告がなされ

た。報告は，企業有林・小規模私有林・国有林の3つ

の代表的所有形態別の現状分析が中心であり，それぞ

れにおける森林資源の管理と林業経営に関する近年の

動向および将来展望について，活発な討議がなされた。

特に，小規模私有林の生産力化問題や国有林における

エコシステムマネージメン|､の展開過程には，フロア

ーからも多くの関心が集まった。今回の林学会におけ

る林政関係のテーマ別セッションはこれだけであった

が，テーマ別セッションは報告・質疑・討論に比較的

多くの時間を割くことができるので，林政部門でもこ

の企画をもっと積極的に利用してもよいのではないか

と感じた。

海外の林業に関しては、スウェーデンにおけるバイ

オマスエネルギー利用,ITTOの活動の変遷ロシア

沿海地方の資源問題，韓国における国土開発とlll林振

興，木材認証の制度と機構，アフリカにおける林業生

産と木材貿易，チリにおける造林補助政策の展開，ガ

ーナの森林減少と林業政策，台湾における先住民の林

野利用，インドネシア・カリマンタンにおける焼畑入

植者の動機分析，フィンランドにおける森林政錐の新

局面，欧州連合とフランスの林業政策など，バラエテ

ィーに富む研究成果が発表された。

数多かった海外林業に関する報告の中では,ITTO

の活動に関して，オランダやマレーシア，そしてNGO

の貢献が大きく，日本はもっぱら財政的貢献と調整役

にとどまってきたという指摘，ラジアータパインの輸

出を拡大させているチリにおける林業振興法と造林活

動の現状分析，カリマンタンにおける焼畑入植におけ

るチェンソーマンの重要性などの報告がとりわけ興味

深かった。

以上のカテゴリーに入らないその他の報告としては，

1I1村人口の減少と山村の立地条件の関係の評仙i,環境

教育の難しさに関する現場からの報告，大学の林学教

育の展開に関する報告，森林資源勘定における貨幣経

済セクターの位置づけ，アンケートを用いた斑境価値

の新たな評価方法，森林盤備の上下流域間での協力に

|謝する市町村を対象としたアンケート調査の分析，わ

が'垂|における近年の古紙回収と古紙利用に関する分析．

休業技術N().6621997.5

アグロフォレストリーのあり方に関する捉箭，などが

あった。

林政部門に関連する報告は,2H間にわたり2つの

会場に分かれて行われたが,いずれの会場も常に40名

を超えるほどの参加者という嘘況ぶりであった。発表

内容と発表者の顔ぶれから，林政のすそ野の広がりと

清い研究稀の活雌がF1立った大会であったことはI評価

できる。しかし，その蕊返しに，特に若い研究者の報

告の中に，興味に任せてテーマを選んだのはよいが，

国内外の先行研究を十分に踏まえているとは思われな

い報告や，どのような知見を新たに僻たのかよくわか

らない報告がいくつか目についたのは残念であった。

熟年の先生方はもちろん，！|樫研究者による充実した

内容の報告が,より多くなされることを期待したい(自

戒を込めて)。

経営”藤正人(総蕊蝋
経営部門は，経営会場（45件)，ポスター会場（17

件)，およびテーマ別セッション｢GISとリモートセン

シング」（15件)それぞれの会場に分かれて発表が行わ

れた。この分野でのテーマ別セッションが1題に絞ら

れたため，昨年よりもさらにテーマ別セッションでの

報告が減少したが，経営会場とポスター会場では，例

年と同様に多様な研究の報告がなされた。ここでは，

この分野の研究発表に関して，見聞きした範囲内で興

味深かったものについて報告する。

施業に関する発表では，非皆伐施業に関する報告が

多く見られた。北海道での天然林択伐施業に関しては，

林分描造や成長などに関する報街がなされた。二段林

施業については，‐ド木の成長や_l§木の間伐に伴う下水

の損傷について報告があった。また，国有林施業に関

する発表では，その展開櫛造や評価についての報告が

あり，国有林経営の問題点などが指摘された。施業に

関する報告は，経営の分野だけでなく他の会場でも関

連した発表がなされていたようである。今後，テーマ

別セッションなどを通して，造林や利用，林政，経営

などさまざまな分野を巻き込んだ総合的な施業論が展

開されることが期待される。

林家の意識や傾向に|ﾙlする数件の搬併では，僅良な

林業経営を行っている林家の施業指針についての発表

があり，大部分の林家が林道綱の盤備を進めながら，

長伐期施業を志向していることが報告された。しかし

一方では，長伐期施業では気象稗などに対するリスク



が大きいので，施業計画の段階で気象害への具体的な

対応策について検討しておくことの必要性が指摘され

た。長伐期施業については，特定の地域を除いては施

業の歴史が浅く，施業事例も少ないために，具体的な

技術体系の整備があまり整っていない｡今後,長伐期施

業の適正な普及を図るためには，地道に商齢林分の成

長や施業経過に関する資料を収集し，技術体系や施業

計画へ反映させていくことが重要であろうと思われる。

林分構造や成長に関する研究では，例年どおり多数

の報告がなされた。人工林の林分構造に関する報告で

は，除伐を省いた林分と除伐を実行した林分との比較

についての発表があり，除伐を省いた林分が成長錠の
Iユくひ

面では除伐実行林分に劣るものの，シカによる剥皮被

害は除伐を省いた林分のほうが小さかったことが報告

された。スギ・ヒノキ人工林のシステム収穫表に関す

る発表では，システム収稚表を利用した冠雪害に対す

る間伐効果の分析に関する報告があった。また，収稚

表の基礎となる成長モデルに樹冠の動態が考慮された

ものも開発されており，経営的観点のみならず，生態

学的な観点からも興味深かった。これからの成長モデ

ルに関する研究では，単なるデータの当てはめ的なも

のから，より生態的プロセスを組み込んだ方向への発

展力望まれるといえよう。天然林の林分構造について

は，亜熱帯性天然広葉樹林やアカマツーツガ二次林，

プナニ次林などさまざまな地域，林相について報告さ

れた。林分構造に関する研究では，面積的にも時間的

にも大きなスケールでモニタリングを行うことが必要

であり，このような研究を支援するような体制づくり

が必要であると思われる。

森林測定に関しては，画像を利用した研究が多く発

表された。全天空写真を利用した測樹に関する発表で

は，簡単な標板と全天空写真を組み合わせた簡単な測

樹の手法が紹介された。ビデオシステムを用いた森林

モニタリングに関する報告では，映像による森林環境

情報整備の可能性が示唆された。アイマークレコーダ

ーを用いた立木販売における森林の認識パターンの解

析に関する発表では，入札経験者と未経験者との間で

森林の認識パターンや注視点に違いがあったことが報

告された。また，樹冠縦断面の写真画像を利用した樹

木の健全度の定量的な評価手法についての報告もなさ

れた。画像を利用した研究は，データの保存性や再現

性に優れるうえ，インターネットなど新しい手法を用

いた情報提供などに有効な手段であり，今後，さらな

る発展が期待される。

9

動的計両法を用いた間伐計画の最適化に関する報告

では，今日のような低金利の状況では岐適伐期齢が延

長することが報杵された。また，九州中部を対象とし

た林業労働力の推移予測に関する研究では，対象地域

では遅くとも2010年までには慢性的な労働力不足に

陥るので，今後，育林プロセスを省力化する，または

育林対象而穂を縮小することの必要性が指嫡された。

システムダイナミックスを応用した日本を中心とする

木材需給のモデルの繊築や，新潟県を対象とする木材

/I擁活動の分析に関する報f!fもなされた。

海外に関する研究として5件が報告された。ここで

は，シベリア北方林の林分椛造やフィリピンにおける

アグロフォレストリーの普及，Ⅲ似国における農林複合

経営，マレーシア複晒林の収益性などの発表があった。

このほか，森林・林業観に及ぼす学習の影郷，森林

と人間とのかかわり，森林最観の評{ili手法，森林・林

業の啓蒙を目的とした展示施設の分析，森林動物によ

る造林木の食害，森林の多面的な機能の評価，夏季少

雨が樹木の肥大成長に及ぼす影辮，など多様な報告が

なされ，全体的に見て活発な議論が展開されていたよ

うに思われる。

テーマ別の｢GISとリモートセンシング｣セッション

は，今年で3年卜Iである。申し込み15件のうち,GIS

は4件，リモートセンシング(RS)は11件で，キャン

セルが2件あった。

GISでは森林簿の電算化状況から見たGIS導入へ

の提言で，時間一空間一林分状態を統合的に扱うデー

タモデル描造の提示，北海道における出先機関での運

用を目指した簡易森林GISの開発,DEMと森林情報

を用いたカラマツ人工林の術星データ反射特性の把握

についての報告があった。コーディネーターより共通

のキーワードとして，小班区画の取り扱いについて提

起があり，データ修正や更新についての意見が述べら

れた。GISについては研究から実利用の段階にきてい

る。

RSは発表件数が多いため，前半はグランドトルー

ス（地上調査）と地上参照データ取得に関する話題，

後半は衛星データの応用例についての話題に分割した。

前半はキャノピーアナライザーによる薬面積指数の測

定，携帯型コンピュータを核とした斜め写真簡易図化

システムの描築，気球による森林の熱映像モニタリン

グ法,森林GPSの実用化の試みとして,森林内の開空

状況と受信強度についての解析，マルチバンドカメラ

による商解像度広葉樹林解析についての発表があった。

紳業技術No.6621997.5
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後半は防災システムにおける航空機SARの利用，

SARデータを用いた森林観測における地形の影響,高

分解能･多波長である航空機CASIデータとTMデー

タの比較による林分因子の推定,RSによる天然林調

査，スギ・ヒノキ人工林におけるTMデータの輝度に

与える地形の影稗の把握の報併があった。今年の報告

では，山岳地形の影蒋の補正を中心とした話題が多か

った。日本の森林を解析するには，急峻な山岳地形の

影響を考慮する必要があり，今後のRSの解決すべき

課題の1つである。

総合討論ではGISは自治体で急速に実利用が進ん

でいることから,GISの，テーマを絞ることも必要で

はないかとの提示があった。RSはポスターセッショ

ンを含め，発表件数は増えてきており，特に大学院生

を中心とする若手研究稀の発表事例が増えてきた。間

技術は研究室や部門のポータ．レスのツールである。経

営部|』ﾂにとらわれず，異部門，異分野からの参入があ

ってしかるべきであり，次年度大いに期待する。要望

として、2HLIの午後に一般識演，ポスターと重なっ

たため，他の部門の様子を知る機会がなかった。テー

マ別セッションを午前に持っていき，機会を広げてほ

しいとの意兄が多くIIIされた。

風 致（急鰯
今年度の風致部門では，昨年と同数の8件の発表が

行われた。内容は，①森林来訪者の動態調査，②フォ

I､モンタージュ法による森林景観および林分密度の評

価，③森林の視覚心理的効果，④森林における精神障

害者の療育活動事例，⑤地方部1:|jにおける緑地計画の

変遷，⑥レクリエーションに供する林内|刺路の設計案

の6点であり，調査対象，手法ともに||届の広い報告が

なされた。

まず，①では，nﾈllllll地世界過j膿地域を調査地とし，

来訪者の｢I的意識，イド齢屑，行動人数，来訪|口|数など

の特性のほか，地域内集容施設の機能の現状などにつ

いての報告が2報行われた。②の研究では，生活に身

近な森林について架空の林相を幾例か示すことによっ
し

て，それに伴う人々の嗜好性を洲査した結果，景観と

しては多様な広葉樹林を好むことや，レクリエーショ

ンの空間として好ましい立木密度などが明らかになっ

た。また，③では，針・広蕊樹林を眺めた場合の眼球

運動の特徴や，季節による違い，性差などが報告され

た。④の調査では、昨年に引き続いて，森林活動によ

林業技術N0.6621997.5

る障害の軽減，リハビリテーション効果が報告され，

療育環境としての森林の可能性が示された。⑤は，北

九州市を事例地として取り上げ，緑地計画が公害対策

から，都市イメージ形成にその目的を変容していった

経過が報告された。⑥では，林内を歩行したときの快

適感などをあらかじめ調査し，それを基にした園路の

設計，管理についての考察が報告された。

学際的な研究・手法の必要性が指摘されてから久し

いが，風致の分野においても今後はさらに，森林の持

つ多様なアメニティ機能へのアプローチとして，社会，

心理，医学・生理学，シミュレーション解析，そして

福祉といった広範囲の分野と結びついた研究の方向性

が考えられる。今回の各報告からも，それは示された

ものといえる。

が地農鱸|蒙脅ﾘ声｝
立地関連の発表は立地会場，ポスター会場，森林流

域における酸性雨等地球環境モニタリング研究集会，

森林立地学会・森林水文ワークショップ共催シンポジ

ウム等で行われた。今大会では，口頭発表とポスター

発表の時間帯が重なっておらず，前大会と比べ聴講し

やすかった。発表分野としては酸性雨，渓流水質，物

質循環，植物栄養等が挙げられる。

酸性雨に関連する研究として,立地会場では降水(林

外雨）の観測結果をはじめ，スギ，ヒノキ，コナラ，

タケなどの，林内雨と樹幹流の溶存成分および流下錐，

乾性沈着物質の評価,Ao層の酸緩衝能などについて紹

介があった。また，酸性雨等地球環境モニタリング研

究集会において,樹木の成長とAlの関係,土壌の酸緩

衝作用，林内雨・樹幹流の採取方法と評価についての

報告がされた。

林内雨と樹幹流に関する報杵には，マテバシイにつ

いて，林外雨に対する量的割合が林内雨で2～3割，

樹幹流で7～8割であったという結果や，樹種による

質および量の違いを検討したものがあり，酸性雨が森

林に与える影響を考える際に，樹幹流の寄与を無視し

えないことを再認識させられた。

樹体表面への乾性沈着物質鐘に関連する研究として，

街路樹のクロガネモチの樹冠通過雨中に含まれる乾性

沈着物質量を，いくつかのモデルを用いて推定した報

告や，人工降雨実験によるヒノキ樹幹流中の化学成分

の経時変化を追跡した報告があった。人工降雨実験に

よる調査では．ヒノキ樹幹表面でNa+の吸着が認めら



れ，乾性沈着を評111iする際にNa+を基準とすることが

必ずしも適当でないことが示唆された。これらの研究

によって，あらためて乾性沈着物質を評価することの

難しさが浮き彫りにされた。また，酸性雨等地球灘境

モニタリング研究集会では，乾性沈着物質最の評lili法

の確立を目指すグループからの計両が発表された。森

林への物質の流入錘を把握するためには，乾性沈済物

質堂の評価は不可欠であると考えられるが，それぞれ

にさまざまな取り組みがなされているのが現状である

ので，今後の成果を期待したい。

酸性雨に伴う土壌からのAl溶出が植物に及ぼす影

響を想定して,Al濃度を操作した水耕実験におけるユ

ーカリ，クヌギ等の反応に関して報告があり，植物の

AI耐性は,植物に対するP,Caの利用可能遠や樹種に

よるP要求性の違いによって，影響を受けることが示

された。また，ある程度のA1濃度は植物の発根を促進

し,Al無添加処理に比べ成長量を増大させることも報

告された。このような植物生理学的研究によって，酸

性雨問題だけでなく，異なる立地での物質循環等を把

握する際にも考慮すべき情報が与えられることが期待

される。

渓流水質に関連する研究は，立地会場および防災会

場において，渓流水質の形成要因を流域，母材，流批

林相，広域比較などの点からとらえた発表があった。

渓流水試料の採水は2週間ごとなど定期的に行ってい

るものが多いが，融雪および降雨に伴う水質の変動を

時間単位で追跡した報告もあり，今後このような詳細

な追跡データに，さらに土壌中や地-ド水帯の水質デー

タを加えることで，水質形成要因についてのピン|､が

得られるのではないかと期待している。

物質循環に関連する研究として，森林樅造や地形を

考慮した物質循環機構の把握，渓流における落葉城と

その分解，樹幹流の影響を強く受ける純洲に存在する

土壌（樹幹流圏土壌）の特性と分解者群集の関係，上
総つすい

壌中の水移動に深く関連する土壌の縦水性発現強度の

空間分布などが紹介された。森林構造を考慮した物質

循環に関する報告には，間伐lX,非間伐|X間でのリタ

ーフォール量や有機物分解を検討したものや，広蕊樹

混交率の異なるヒノキ林や人工林，天然林間でのさま

ざまな土壌特性値を比較したもの等が見られた。地形

を考慮した物質循環に関する報告には，異なる斜而位

置での土壌の窒素無機化，土壌中の索素動態饗分現

存量等を検討したものが見られた。物質循環機椛の把

握は、対象となるそれぞれの森林の種組成や繊造，地

1l

形,1ﾘ材等がさまざまであるため，今後もこれらの研

究情報の蓄職と，蓄砿された情搬を基にしたメカニズ

ムの解明が重要であると感じられた。

植物栄養に|對連する研究として，熱帯造林樹種であ

るアカシア,ユーカリ類に対するNPK施肥効果や,添

加する無機態窒素の形態とコナラ属苗木の成長，蛇紋

岩土壌での植物の成長阻害など，施肥や添加される養

分物質の戯や質，土壌母材の違いに対する植物の反応

に関して報告がなされた。また，造林会場において，

植物に感染する外生菌根菌の種により，利用できる無

機態索素の形態が異なるため，添加する無機態窒素の

形態と外生菌根鮒の極によって，宿主植物であるアカ

マツの成長が異なるとの結果が報告され，森林の物質

循環，植物栄縫の分野に関連する話題として興味深か

った｡これらの研究により，これからの造林や森林の維

持梼理に役立つ情報が提供されていくことを期待する。

そのほかに，大気汚染と樹状地衣の分布の関連性，

二次林表屑土壌における細根の分布構造などについて

の報告があった。

森林立地学会・森林水文ワークショップ共催シンポ

ジウムでは，「森林流域における水質研究の現状と展

望」をテーマに，渓流水質の長期モニタリングの結果，

窒素降下物の渓流水質への影響，水質形成に森林が果

たす役荊などについての報併があった。森林での窒素

飽和，石灰岩の多いカルスト地域での水質形成機構，

生物地球化学的な見地から多角的にとらえた森林流域

における水質形成など，非常に興味深い内容であった。

今大会では，森林立地学会・森林水文ワークショツ

プ共催シンポジウムにおいても提言されたように，今

後は立地をはじめとする多くの分野の連携のもと，森

林を生態系としてとらえ，総合的に解析していくこと

の必要性を強く感じた。

造林川嶋達郎(園際農林氷崖業研究ｾﾝﾀー）酒井敦（森林総合研究所四国）

造林部門では，研究対象がミクロ領域のアイソザイ

ムから菌根繭，スギ花粉，苗木，森林土壌，人工複層

林，広梁樹二次林，天然生林のスケールに及び，対象

地域が北海道天塩からタイの泥炭湿地までと，発表の

プログラムがもう少し幣理されていればという恨みは

あったが，広純M1:|にわたる詔魑が提供された。

育種的な話題では，北海道北部のコナラ属の分布域

の形成が，地髄時代の|雌地形成の過程とともに考察さ

れたり．林分lﾉ1のミズナラとコナラ間の雑種の親子関

休業技術N().6621997.5
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係が，アイソザイム分析と林内での個体位置から検討

された。また，会津地方における栽培キリの遺伝情報

の分･rマーカー分析では，似例的にいわれている品種

間には遺伝的差異がないこと，ヒノキ人工林を対象に

した人工造林時の遺伝的多様性の分析から，実生苗で

は世代間で遺伝的多様性が減少しないことが報告され

た。イヌマキの雌雄株間で染色体の形状の違いが観察

され，雌雄異株植物の早期の性識別技術への可能性が

示された。気象因子とスギの着花程陛の関係から，ス

ギ花粉の飛散昂を推定する試みも見られた。

アカマツ実生の成長を促進するなどの，林木と共生

菌等の菌類の話題では，モミ林における菌根性キノコ

の発生種に影禅する奇主植物の条|:，熱帯のフタバガ

キ造林地での発生菌種の|r1定と，植生II'il復と林床の被

陰I創復に伴う種の逃移が報併された。

熱帯林の復元を視野に入れた柵究としては，インド

ネシア，スマトラ島の過去激-I-年にわたってフタバガ

キ科樹木が択伐された低地熱,冊雨林において,｢天然林

の低質化とその復元」というべき現象が報告された。

15haに及ぶ極組成と椛造に供lする精力的な調査によ
かくらふ

り，撹乱の強い集材路や伐採跡地周辺でフタバガキ科

樹木稚樹が発生する一方，シダの密生地が発生してい

ることが報告された。大而秋調査地の長期観察の成果

を期待したい。このほか，被陰除去直後のフタバガキ

科稚樹の水分ストレス発生と葉の世代交代に伴うスト

レスI副復や，タイI櫛部の農地開発失敗などにより広が

った荒廃した湿地に造林するため，さまざまな造林樹

種を試験的に植え,滞水,冠水によるストレスへの反応

が報告された。熱帯の荒廃地の植生復元に関する研究

は，今後ますます必要になると思われる。

樹木生理の分野では，幼齢林の林冠を対象にした，

モデル化した要素間のCO勘フラックスのシミュレー

ション，火気環境の変化を想定した高CO2環境下での

ヒノキの光合成，緑化木の活力と樹木周辺温度との検

討，ポット苗の地上・地~ド部・培-I:などの部位別の呼

吸測定，スギ実生の根の成長と分根に土壌pHとアル

ミニウムイオンが及ぼす影禅，発芽直後のコナラ・ア

ベマキ実生の養分利用形態の同位体窒素による追跡結

果などが報告された。

林内の光環境に関する話題では，間伐跡地でギャッ

プ林床のPPFDを樹木位置を基にコンピュータでシ

ミュレートしたり，全天空写真を基にしたGLIの計算

に林分斜面の傾斜・方向を考慮する方法が提案された。

こうした光環境に対するギャップ植栽木の成長，人工
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林低木層の植物量,コバノミツバツツジで見られる分枝・

伸長等の形態の違いも報告された。複畷林に関する報

告では，林内植戯する下木にはヒノキよりスギのほう

が,生存や成長の面からは良いこと，上木の間伐は上層

間伐のほうが，下水の成長促進には効果的という結果

が出る一方,ヒノキ二段林において,上木間伐による下

木の成長促進は間伐後4～5年間のみで，長期的には

上木無間伐のものと差がなくなるとの予測が示された。

更新・施業の分野では，択伐施業による倒木減少を

見越して，エゾマツの伐根上での更新の可能性を探る

もの，スギ人工林に帯伐帯を設け，有用広葉樹を天然

更新させる試み，人工林間伐後に大餓に発生する潜伏

芽由来のミズナラの後生枝，ケヤキ樹冠ドに生育する

スギの梢端の被圧や変形など，今後墹加するであろう

混交林育成のための研究も見られた。

自然植生の復元を視野に入れたものとしては，数櫛

の絶滅危急種の保全に関して，ノカイドウ，サクラバ

ハンノキの種子を，さまざまな被陰条件下で発芽と初

期成長を調べた研究が発表された。これらの種を増殖

するのは技術的に難しくないが，元の自生地に移植す

べきかどうかと発表者自身も悩まれていたのが印象的

であった。

また,｢人工林における公益的機能と経済的機能の両

立に関する諸問題」と題するセッションが視聴覚ホー

ルで行われ，盛況だった。スギ人_に林を種多様性の面

から評価し，施業に生かそうという試みだが，人為の

影響を受け続ける人工林で「種の多様性」という指標

が持つ意義という問題は．まだ十分に吟味されている

とはいえず，議論の余地が残った。このほかに，シナ
ほふく

ノキの地下茎葡旬芽による更新，人工林皆伐跡地に繁

茂する萌芽の鐘を，伐根のサイズから予想する試み，

カラマツ実生は冬季の土壌の凍上で枯死しやすいが，

積雪はこれに予防効果があることなどが報併された。

牛態蕊博:|衰蓄ﾘﾎ学｜
生態部門の研究発表は，口頭発表2会場ならびにポ

スター会場で行われた。生態分野は本大会から新たに

設けられたが，従来の造林や立地などのさまざまな分

野との関連があるため，広範囲にわたる研究テーマが

実に多様な形で報告された。これらのうち，樋子生産，

更新木の分布様式，実生の定着や成長，下屑木の成長，

林床個体の光合成特性，萌芽更新といった更新過程に

関する研究を中心に紹介する。



開花ならびに種子生産に関する研究では，豊作年凶

作年といった年次変動についての報告が多く見られた。

ヤマザクラは，寒い年ほど低い気温で開花すること，

果実数では隔年結果の傾向があることが報告された。

ミズナラは，凶作年に豊作年より多くの花が生産され

るが，天候不順の影響による受粉の失敗などの理ﾄﾄIで

果実が成熟しないことが報告された。さらに，ミズナ

ラの樹冠内での比較もなされ，林冠木では，花・堅果

とも上層ほど多く生産されること，樹高10m以下で

は豊凶年とも全く堅果が成熟しなかったことが報告さ

れた。樹冠内で生産される堅果と種子食昆虫種の分布

を比較した研究では，堅果量は少ないが全層で生産さ
す

れるアベマキでは，種子食昆虫種の樹冠内での棲み分

けが見られた一方で，堅果量は多いが上層のみで生産

されるコナラでは，樹冠内で昆虫種の分布に変化が見

られないことが示された。このほか，哺乳類による種

子の捕食と分散や，昆虫による硬実種子の発芽促進効

果といった，樹木の繁殖と動物・昆虫との関係に関す

る報告も見られた。熱帯雨林の一斉開花現象について

はさまざまな分野から多くの関心が寄せられているが，

サラワク熱帯雨林で昨年3年ぶりに一斉開花したフタ

バガキ科の開花期前後の樹体内無機養分量を，葉と繁

殖器官で比較した研究が報告された。このような樹体

内無機養分の変化に着目した研究が，さらに増えるこ

とが期待される。

更新木の分布様式に関する研究では，高木層の樹種

が更新木の分布に与える影響に着目した研究が興味深

かった。湿性立地のブナ天然林では，ブナ亜高木がブ

ナ高木の下に分布せず，トチノキ高木の下に分布して
かくらん

いることが示された。撹乱地に成立したヤマハンノキ

の林分では，新たに更新したすべての樹種が，ヤマハ

ンノキのごく近い範囲に分布していることが示され，

ヤマハンノキの窒素固定による土壌への窒素蓄積効果

が，更新木の分布に影響を及ぼしていることが示唆さ

れた。

実生の定着に関する研究では，光条件と水分条件の
し蔭

影響についての報告があった。縞枯れ現象の見られる

シラベ，オオシラビソ林では，当年生実生の発芽には

下層植生による被陰の影響が小さい閉鎖林冠下が適し

ているが、反対に，稚樹の成長は林冠の疎開に応じて

促進されることが示された。タイの熱帯季節林では，

実生の定着には水分条件が大きく影響しているが，乾

季の実生の死亡率は種によって大きく異なることが示

された。
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下層木に関する研究では，閉鎖林冠下の低照度の環

境における常緑広葉樹3種の光合成特性が報告された。

コジイ稚樹は，光強度の変動間隔が短いほど光合成能

が高くなり，林冠から獺れてくる短時間に激しく変動

する光を有効に利用していることが報告された。コナ

ラニ次林内のアラカシ稚樹は，夏より冬のほうが1H

の純光合成爺が多く，上層のコナラの落葉が終了し，

林内の光環境が改善される冬に物質生産を行っている

ことが示唆された。モミ・ツガ天然性二次林内のヤブ

ツバキでは，光条件と葉齢の違いによる個葉の光合成

特性の変化が，樹冠内という細かいレベルで報告され

た。これらの樹木の生理的特性に着目した報告から，

更新機構の解明における生理生態学的研究の重要性を

感じた。

下曜木の成長に関する研究では，複層林施業に関し

て，上層木の違いによる下層のヒノキの成長量と樹形

の変化について示され，ヒノキは生枝下高が低いので，

下層木の光環境を改善し，成長を促進させるために，

枝打ちが必要であることが報告された。施業の現場か

らの問題提起を受け，施業を意識した研究を行うとい

う，現場と研究者の関係が再び構築されることが望ま

れる。

萌芽更新に関する研究では．アカメガシワの根萌芽

の分布，カツラの萌芽枝の親株への依存度の評価、イ

ヌブナ林皆伐後の萌芽枝と実生の成長について報告さ

れた。アカメガシワ群落では実生も見られたが，大多

数は根萌芽であることが示され，アカメガシワが根萌

芽性と埋土種子を形成する性質を有していることに関

して，定着と群落拡大の戦略を，実生と根萌芽で分け

ていれば興味深いという意見が聞かれた。カツラの萌

芽枝と実生は，摘葉処理によりともに成長量が低下し

たが，萌芽枝の枯死率が実生に比べて低いことが示さ

れ，萌芽枝が親株からの援助を受けているが，成長に

必要な分は基本的に自前で生産していることが示唆さ

れた。同じような観点から，伏状繁殖を行ったヒバの

稚樹間のつながりは，時間が経過すると栄養的に独立

になるという報告がなされた。イヌブナ林皆伐後のイ

ヌブナの萌芽枝は，サイズが一様で死亡率が低いため，

将来，共倒れ枯死するものが多く発生すると予想され，

イヌブナの実生の成長もカンパ類に比べて遅かったこ

とから，皆伐後の二次林でイヌブナが優占するのは難

しいことが示唆された。

森林の更新において重要な位置を占めるギャップ更

新に関する研究では、ギャップサイズと更新樹種との
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関係が着F1されていた。ブナ，イヌブナが優占する森

林における更新樹種群とギャップサイズとの関係を示

した報告や，亜高山帯林においてダケカンバとウラジ

ロカンバの生活唖特性の比較からギャップの機構を説

明し，ダケカンバは大規模な撹乱に適応し，ウラジロ

カンバは小規模な撹乱に適応した極であることを示し

た報告があった。

また，ギャップ更新の解析を実験的に試みた研究も

あった。広葉樹二次林内に人_Lギャップを創出し，森

林の購造や動態の変化を調べた研究が3件報脅された。

これらの報告では植生の多様度，実生の成長，生残率，

周辺残存木の成長などの，ギヤツプサイズによる比較

が行われた。その結果，極の多様性はギャップ而積が

大きいほど商くなること，当年生実生の発生密度は樹

極によりその反応が典なるが，ギャップサイズが増加

すれば実生の発生密度が増加するということはなかっ

たということ，ギャップサイズやギャップ内の位置に

よる実生の生残，成長の比較からは，ブナとイタヤカ

エデでは光環境に関する反応性が異なることなどが報

告された。周辺の残存木については，｜陽性のミズナラ，

ホオノキはギャップ面械が大きいほど成長が良くなる

こと，特にミズナラは，隣接個体による被圧の影響が

大きいこと，ブナの成長率はギャップ而職によらず，

その個体のサイズによって決まっていることなどが示

された。これらの人工ギャップを用いた研究は，落葉

広葉樹薪炭林を天然林に近い林分椛造と植物多様性と

を持った用材林に誘導することを目標としており，単

にギャップ更新のメカニズムの解明ということにとど

まらず，新たな森林の維持管理法に対して有益な示唆

を与えることができると考える。なお，私たちの興味

としては，これらの研究では環境条件として主に光条

件が着倒されていたが，土壌の養分環境との関係につ

いても考えてみたい。

今順1,生態分野の数多くの発表を聞き，森林生態系

という非常に複雑な榊造，多様な機能を持つ研究対象

に対して，その解明のためのさまざま禰益な基礎デー

タが確実に帯祇されているということを感じた。今後

の研究のさらなる発腱が期待される。

毛利武

牛理（森林総合研究所筑波）
生理部門では，一・股誠演とテーマ別セッションで口

頭発表が行われた。

一般講演では，11件の発表があった。樹木の生理を
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物理学的に調べた研究として、ヒノキの枝打ちによる

樹幹通水面積の変化と，ブナの年間直径変化並に関す

る報告があった。このうち，ブナの直径は，|蝉体レー

ザにより樹幹を傷つけないで測定する手法を用いてお

り，最新機器の利用という点で興味深かった。ブナに

ついては，ほかにも苗木を用いた人工土壌と葉枯れに

関する研究報告があった。この樹種は，国内の森林に

おける環境維持のためにも重要であり，今後，より多

くの研究が望まれる。

また，ヒラトツツジとシラカシおよびアカシアを用

いた耐塩性に関する研究報告があった。耐臘性は，地

球の砂漠化を防止するという観点から兎要であり，そ

のメカニズムがさらに詳しく解明されることが期待さ

れる。

そのほかには，クロロフィルllll出法の改良，アカマ

ツの土用芽と雄花の形成，グイマツ雑純の生育特性，

そしてハリギリとコナラの種子に関する報告があった。

生理関連部門として，本il渡から新たに設けられた

テーマ別セッション「樹木の環境適応とストレスフィ

ジオロジー」では，25件の研究発表が行われた。

低温および高温ストレスに関しては，それぞれ3件，

2件の報告があった。これらの研究対象樹種は，クロ

マツやスギなどの在来針葉樹に加え，シベリア永久凍

土地帯のカラマツや熱帯雨林のフタバガキ科樹木に関

するものもあり，多岐にわたっていた。現在，世界的

に起きている異常気象によって，樹木も低温や高温に

さらされる状況が増加してきている。地球環境保護の

面からも，この分野での研究の進展が期待される。

スギに関しては，雄花等の生殖器宮の形成段階での

エチレン生成堂の増加についての報告があった。また，

遺伝子レベルでの研究として，雄花で発現するアレル

ギータンパク遺伝子と花の形態形成にかかわる遺伝子

に関する研究報告があった｡スギ花粉に関しては,今回，

シラカンバで報告された形質転換体作III技術を応用し

て遺伝子導入することにより，アレルケンや花粉の少

ない遺伝子組換えスギを作出することが可能であろう。

紫外線(UV-B),オゾン，酸性霧に対する樹木の生

理的反応について数例の報告があった。紫外線に関し

ては，今後，オゾン|爵の破壊によるUV-Bの増加によ

り樹木が影響を受けることが予想され，それを遺伝子

レベルで調べた今回の報告は，非糊に興味深かった。

また，オゾンや酸性霧に関する報告は，これらのスト

レスにより形成される活性酸素消去系の応答を調べた

もので．研究成果の有効利用が期待される。



その他，水ポテンシャルに|脚する研究が4件，耐塩

性に関する研究が2件，リン酸欠乏に関する研究が2

件，アルミニウムストレスに関する研究が2件報告さ

れた。

最後に，土壌とパイライトの影響が報告され，活発

な討議のもとにセッションは終了した。コーディネー

ターによると，今後もこのセッションは続けるとのこ

とであった。地球環境が激変している現在，樹木は今

後さらにさまざまなストレスを受けることは必須であ

る。そのような状況での樹木の生理反応を知るうえで

も，当セッションの重要性は増加するであろう。

育種罵村蕊:|林木育種ｾﾝﾀー九州）〃北海道）

育種部門は，2会場で昨年同様約50件の発表があっ

た。育種Iでは，検定，選抜，および組織培養･DNA

等のバイテク関連に大きく分けられる。育種IIの発表

は着花促進，増殖，材質，抵抗性等の特性，花粉症対

策，天然林の育種的施業，遺伝資源保存，海外協力等

多岐の分野にわたる研究成果が発表された。

組織培養にIMIする発表が最も多く14件あった｡目的

や対象樹種もそうであるが，内容も植物体再生や細胞

培養のための条件検討などの基礎的研究から，クロー

ン増殖の実用化に向けた研究までさまざまだった。針

葉樹を対象にした研究では，マツノザイセンチュウ抵

抗性品種の和華松の種rからの大蹴増殖に関する課題

があった。和華松はクロマツとタイワンアカマツとの

雑種で，マツノザイセンチュウに対して抵抗性がある

が，大量に種子を得ることが困難である。今回は1胚

当たり最大153本のシュートを得ることができたと報

告された。広葉樹を対象にした研究では6課題あり，

地球の温暖化，大気汚染等環境の劣悪化に対応して，

耐塩性個体創出(ニセアカシア)，大気浄化能力に優れ

た個体創出（コクチナシ・モミジバスズカケノキ）の

報告があった。国外の樹種を対象にした研究では，遺

伝子導入に必要な阿生系(アカシア)，マングローブの

耐塩性を育種に応剛するための基礎としての，プロI、

プラスト単離と竃気融合の試みに関する報告があった。

優良品種の作出のためには，今後も組織培誕による増

殖，個体再生系の確立に向けた研究の発展が非常に重

要であると感じた。DNA関連ではトドマツの地域変

異，クロマツのマツバノタマバエ抵抗性個体の選抜の

ためのRAPDマーカが報綜された。また,DNAマー

カを用いた針葉樹やフタバガキ科の系統解析が報告さ

l5

れた。

着花促進ではBAP処理によるアカマツの雄性花序

の誘導が報告された。スギ，ヒノキなどの針葉樹の着

花促進にはジベレリンが用いられてきたが，マツ類で

はあまり効果がなく，この技術が実現され，種子の安

定供給，優良品種の作出につながると思われる。増殖

ではフタバガキ科の樹種，アカマツ，キハダ，クヌギ、

ケヤキおよびグイマツ雑種FI等の有効なさし木,つぎ

木技術が紹介された。このうち，グイマツ雑種F1の実

生苗からのさし木増殖に関する報告では，発根率が高

く,F1苗木の大量生産の期待が膨らんだと感じた。抵

抗性育種では，カラマツ属を食害するエゾヤチネズミ

の食害忌避成分に関する報告が興味を引いた。さらに

成分の精査が必要ではあるが，エゾヤチネズミに対す

る忌避成分2種が明らかとなり，成分を指標とした抵

抗性検定が近い将来に実用化されると感じた。花粉症

対策としては，四国において花粉が詩生しにくいスギ

精英樹が19クローン選出されたことが発表された。ト

ドマツ，アカエゾマツの花粉の保存技術については，

適切に含水率を調整し,－4℃～－5．Cで長期間の保

存が可能だと報待された。青森のヒバについて，遮伝

構造と更新様式に関してアイソザイム分析結果が発表

された。また，近年個体数が減少しているヤクタネゴ

ヨウの保存が重要な課題となっており，それにかかわ

る発表が3件なされた。基礎資料として適切なIItl体密

度の推定に関する報告，近親交配による発芽および生

存能力の低下や，形態異常や色素異常の個体が相当数

含まれているという報告がなされた。さらに，茨城県

-r王町のサクラバハンノキ林分と宮崎の林木遺伝蛍源

保存林内のタブノキについて，アイソザイム分析結果

が発表された。このうちタブノキに関しては，下阿水

が上層木に近い遺伝的多様性を保持していること，天

然更新により，ある程度の稚幼樹が見られ，本数面で

も維持できることが報告された。今後，これらの樹獅

の適切な保存・施業方法に関する研究の進腱が望まれ

る。海外協力ではウルグアイの実生採種I刺が紹介され，

グランディス・ユーカリの成長における育種効果の尚

いことが発表された。

樹病（森林総倉研驫駕
今回は30題の発表が樹病部門として1つの会場に

まとめられた。ほかにテーマ別セッション「マツ材線

虫病は日本のマツ林をどのように変えたか」（15題)が
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あり，ポスターセッションでも2題の発表があった。

テーマ別セッションは会場の変更を余儀なくされるほ

どの盛況であり，材線虫病への関心の高さがうかがわ

れた。内容についてはコーディネーターがどこかの雑

誌に報告されると思うので，本報告では割愛したい。

マツ材線虫病については，病徴進展過程における水
えし

分生理学的研究やモノテルペン類の動態，形成層壊死

部の分布に関する報告があった。こうした多くの研究
い診よう

が蓄積されてきたにもかかわらず,材線虫病の萎凋枯

死機構にはいまだ不明な点が多く，今後もさらなる研

究の進展が望まれる。このほか，抵抗性マツ樹体中で

線虫がある程度の期間生存し続け，抵抗性品種といえ

ども環境条件によっては発病の可能性があることが示

された。また，人工酸性雨処理が材線虫病の病徴進展

を遅らせたという意外な結果が報告された。これは昨

年発表された研究とも矛盾しており，酸性雨と材線虫

病との関係を実験的に明らかにすることの難しさをう

かがわせた。菌根菌の接種により，アカマツの酸性雨

または材線虫病に対する抵抗性が高まることが示され

た。酸性雨や大気汚染と材線虫病との関係については

いろいろ取りざたされているが，実証的なデータは決

して多くない。こうした研究が積み上げられていくこ

と力埋まれる。
りびょう

ヒノキ漏脂病罹病木の傷害樹脂道形成をもたらす

刺激は，6～7月ごろ生じることが報告された。本病

の病原解明の重要な手がかりとなろう。ナラタケにつ

いては，人工的子実体形成の最適温度・光条件，カツ

ラ人工林での拡大様式，ヒノキに対する接種試験につ

いて報告があった。接種試験では，日本産ナラタケ2

種のヒノキに対する病原性が示された。ナラ・力シ類

の集団枯損に関しては，コナラヘの接種試験が1題と，

樹木病害研究会で九州南部の被害とアカガシ・マテバ

シイヘの接種試験について紹介があったのみであった。

今回，分子生物学的手法を用いた研究が3題あった。

それぞれ子実体が得られていない腐朽菌の同定，病原

菌集団の解析，ファイトプラズマの検出を行っている。

分子生物学的手法は，こうしたこれまで研究が困難だ

った課題に対する強力な武器になりうると考えられ，

今後多くの問題に適附されること力"切待される。材変

色・腐朽関連ではマツノキクイムシ，マツノコキクイ

ムシから分離される青変菌類相の比較や,A"zj'jps/"､

“"2属菌によるスギ材の変色と樹体の水分通導性と
はくひ

の関係，ツキノワグマによる剥皮部からのスギの腐朽

被害，ミズナラ枝打ち跡からの腐朽についての研究報
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告があった。また，生立木の材腐朽の簡便な非破壊的

検査方法について縦告があった。多少の問題点はある

が，大域の樹木を検査できる有効な方法になりうると

思われる。菌類の生態に|典Iしてはスギ黒点枝柚病菌の

針梁への催入部位が明らかにされ，スギ枝枯薗核病菌

の薗核が侵入器常として機能していることが示唆され

た。ブナの葉のエンドファイト2種の地理的分布と季

節性について報告された。新病害としてはアラカシ，

コナラ，ツクバネガシの枝枯症状がシラカシと同じく

Xα""ZO"20泥as脇の制|職によるものであることが示さ

れた。

関連集会として樹木病害研究会のほか，熱帯林生物

研究会でも「熱帯林の樹木病害と外生菌根菌」がテー

マとなった。後者ではマレーシア，タイ，ミャンマー

の樹木病害について紹介があった。熱帯地域では本格

的な造林事業が始まって日が浅い所も多く，樹木病害

への関心も低い場合があるようだ。しかし，将来病害

が深刻化する可能性も大いにあり，病害の解明と林業

関係者に対する樹病学の知識の普及が急務となってい

ることがうかがわれた。

動物駕寛鱸鱸蕊繍
動物部門では,烏献に関連して12課題,昆虫類では

23課題，および｢マツ材線虫病は日本のマツ林をどの

ように変えたか」と題するテーマ別発表等があった。

鳥獣では，シカ，ツキノワグマ，ヤマビル，鳥類に

関するものがそれぞれ6，3，1，2課題あった。シ

カでは，近年の生息数増加に伴う被害髄の増大を反映

してか発表課題数が多く，なかでも被害城の把握には

造林木の成長を考慮に入れる必要があること，ササの

桿径による摂食雌の推定方法，夏季におけるシカ糞の

多くは糞虫により短期間で消失することなど，被害や

生息数の把握方法に関する発表が多かった。また，シ

カおよびツキノワグマでは，ハンターや害獣駆除の記

録から広域的な生息状況を把握する試みが発表された

が，正確に生息状況を把握するには残された問題は多

いようである。

昆虫では，スギカミキリ，マツノマダラカミキリ，

ヒノキカワモグリガに関するものがそれぞれ4，5，

3課題と多く，代表的な林業害虫に対する研究が活発

に行われていた。スギカミキリでは，立木の地上商数

メートルまでの脱出孔数の調査から単水あるいは林分

の成虫数を推定する場合は，木が大きくなるほど洲杏



するべき範囲が高くなり，簡易な成虫数の把握は難し

いようである。マツノマダラカミキリでは，後食や産

卵行動に関する発表が3つあった。後食期の成虫を誘

引する化学物質を用いた野外でのトラップ試験，雌卵

行動を引き起こすための産卵木の条件の検討，および

雌成虫が産卵後に産卵痕に残すゼリー状の物質が他雌

個体の産卵を回避させるという内容であった。このよ

うな後食や産卵行動の解析は，今後の新しい防除法の

開発につながる可能性があるだろう。ヒノキカワモグ

リガでは，成虫の誘殺によって被害を減少させること

が可能であるという。クワカミキリは近年の広葉樹造

林の増加に伴い被害が露呈し始めたが，ケヤキ造林地

における下草刈りが成虫の産卵を抑制する効果がある

ことが示唆された。ニホンキバチでは，伐倒後の時間

経過と成虫発生パターンから，間伐時期の選定により

被害を防げることが示唆された。

全般的に害虫に関連する発表が多かったが,I､ラッ

プを用いた森林内のオサムシ州やキクイムシ相の調査

などの生物多様性に関係した発表や，マツバノタマバ

エの寄生と寄主植物の反応，ヒゲジロクビナガキバチ

の共生菌とmucusとの関係などの，生物間札l互作用

に関係した発表もあった。生物多様性や生物間相互作

用に関する研究は今後さらに増加すると思われるが，

今後は動物部門内だけでなく、他の部門の研究器との

意見交換も重要となってくると思われる。

テーマ別発表「マツ材線虫病は日本のマツ林をどの

ように変えたか」は，マツ材線虫病というよりむしろ

マツ枯れ問題に関するもので，マツ林の生物相や公茄

的機能，あるいは防除事業やそれに対する市民巡動の

あり方などに関する情報を共有し，より広い視点から

マツ林の将来を考えようとするものであった｡また,マ

ツ枯れ大気汚染原因説の論者を迎え，長年材線虫病に

かかわってきた研究者との間で科学的な識諭をたたか

わせることも目的とされていた｡時間の制約もあり,特

に後者についてはその'|的を十分に果たしたとは言い

難いところがあったが，大講義室いつぱいに聴衆を染

め,異様な盛り上がりの':|』で行われた活発な討識は,マ

ツ林あるいは材線虫病研究の今後に大変有意蕊なもの

であった｡また,材線虫病研究に携わる我々にとって糊

識レベルのことの多くが，保護部門|塊I係者以外にはほ

とんど未知である，ということを踏まえて研究満動に

当たる必要を強く考えさせられたセッションであった。

なお，このセッションは，大半の保謹部門|卿係者に

とって関心の高いものであったにもかかわらず，後半
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が樹病，昆虫分野の誠演とI司時進行となっていた。近

年の識減数の増力llも考慮すると，実質1Hの一般講演

の、程で満足ゆくプログラムを組むことは，もはや不

可能であろう。

防 災（皇駕
防災部門の研究発表は災害地形関連と森林水文関連

の2分野に大別できる。ポスター発表は，森林水文の

一部と災害地形に関する口頭発表と重なった。ポスタ

ーの掲示も，指定された時間以外許されていなかった

ので，事実上，参加者が一人ですべての研究発表を把

握することが不可能なプログラムであった。特にポス

ター発表者は，プレゼンテーションにフルに参加する

と全I1頭発表のl/4:を聞くことができなかった。これ

は明らかに編成'二の欠陥であり，今後このようなこと

が生じないような配慮を希望する。

森林水文関連のセッションでは，森林群落の蒸発散

過程に関する諸問題，樹幹流の測定に関する問題，土

壌水分変動と流域流出過程に関する観測事例，長期観

測データを用いた流域水文特性の解析等が発表された。

ポスターでは蒸発散に|卿する諸問題に加えて，森林群

落の熱収支に及ぼす職雪の影響に関する研究が発表さ

れた。また，流1II過程におけるパイプフローの影響，

水質形成に関する諸問題等も発表され，活発な議論が

展|淵されていた。

森林群落における蒸発散過程に関する研究発表の今

年皮の特色は，境界脳から林内までの範囲で，風速の

分ｲliを数1I間モデルを用いて計算する手法が用いられ始

めたことではないだろうか。GEWEX/GAME等広

域地表面の熱・水交換過程の解明に関するプロジェク

トが水文学と気象学の両コミュニティーの共同で進め

られているが，森林群落を対象とした大気物理学的な

パラメタリゼーションは，是が非でも森林科学のサイ

ドからインプルーブしていくべき課題であり，注目す

べき研究になってくるであろう。こうした研究は，こ

れまでのようなBiglCal型のモデルから，森林群落や

樹芯の柵造に着|言|したモデルへの発展的な移行が必要

となり，これに符l-1した研究が複数報告されていたこ

とは非術に興味深い。

樹幹流に関する観測・研究は，酸性雨問題とも関連

して，防災分野のみならず立地分野でも注目されてい

る研究課題である。防災分野での研究意義としては，

樹幹流や，樹冠による降雨の再分配は，林内での雨水

休業技術No66219W5
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供給の不均質性を特徴づける水文過程であり，事例研

究にとどまらず，流域レベルの水文現象におけるそれ

らの重要性の評価へと発展することが期待される。ま

た，数十年オーダーの長期観測による水文データを用

いて，流況の変動を議論する研究は，従来行われてき

た流況解析に加えて，降雨特性の影響を考慮すること

によって，新たな切り口を見いだしている。

災害地形関連では，火災跡地における表面流の発生

機構に関する研究や，浮遊土砂流出の観測事例・生産

過程の検討，斜面安定に関する諸問題に関する研究等

が発表された。また，ポスターでは，雲仙普賢岳にお

ける地形変動や土砂移動過程に関する研究が発表され，

活発な討議が行われていた。斜面安定に関する研究の

中で，樹木根系の土質強度の補強効果に土壌水分が与

える影響に関する研究は，従来のせん断試験による根

系の影響評価に新たに土壌水分条件という影響因子を

加えた点で注目に値する。通常，フィールドにおける

表層崩壊が土壌水分条件や地下水位の変動とともに検

討されることを考えると，より原位置の現象を反映で

きる実験手法と位置づけられるのではないだろうか。

雲仙普賢岳の土砂移動や地形変動に関する研究では，

地形変動を把握する手段として航空機を利用したIノモ

ートセンシングが用いられていた。こうした小流域レ

ベルの地形変動把握へのリモートセンシングの利用は，

従来十分な精度を得ることが困難なことが多かったが，

解析技術の進歩や，低空での写真撮影が可能な無人ヘ

リの利用等，技術革新が進んでいる。今後，注目すべ

き研究課題といえよう。

利 用（墓鴛
利用部門が取り扱う領域は広範囲にわたっている。

まず，林業機械分野では，急傾斜地での森林作業を可

能にするための研究発表がいくつか行われた。傾斜地

用トラムカーについての研究では，地上構造物の応力

解析の結果，各部材の実測値はいずれも許容範囲内で

あり，十分な安全性が確保されていることが証明され

た。また，同じトラムカーで作業効率の調査を行った

結果，人工数や事業費の点で作業効率の向上が認めら

れた。さらに，労働負担の調査では，肉体的負担，心

理的負担ともに認められず，森林レクリエーションへ

の利用なども考えられると報告された。また，急傾斜

地を歩行する機械についても，いくつかの基礎研究の

成果が報告された。まず，6脚式歩行機械の足先形状
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に関する実験報告が行われた。実験の結果，スパイク

付きでは沈下が抑制されることが示された。次に，サ

ブサンプションアーキテクチャ(SSA)を用いた6脚

式歩行機械の制御についての報告が行われた。報告で

は,SSAを用いた脚式機械制御のシミュレーションに

ついて説明があった。集材作業の自動化は利用分野の

重要なテーマであるが，本年は林内作業車の無人走行

を目指した研究発表が行われ，クローラのスリップ率

の予測精度について発表が行われた。報告では，駆動

圧力，ピッチ角，回転数を独立変数とした重匝l帰分析

によって，スリップ率が高い精度で予測できることが

示された。林業機械に関連して，回転丸鋸によるササ

の切断試験，クレーン集材時の索張力特性とガイライ

ンの効果,Tintenfisch型係留システム,林業の機械化

と環境保全，北欧諸国の事業供給システムについての

報告も行われた。北欧の事業供給システムは，わが国

で高性能林業機械を導入する際に参考になる事例であ

った。林業機械分野では，さまざまな基礎研究が紹介

されていたが，その一方で実用化を視野に入れた画期

的な機械開発も望まれている。その意味で,Tintenfis-

ch型係留システムについての報告はたいへん興味深

いものであった。

作業システム分野では,スギーヒバニ段林における

タワーヤーダ集材，高性能林業機械による伐出作業シ

ステムについて発表が行われた。二段林における集材

作業では，残存木の損傷についても検討が行われた。

この分野に関連して，鼻上げ状態でのけん引時におけ

る材の運動方程式について報告があった。現状では運

動方程式が解けないとのことであったが，今後の展開

が期待されるテーマである。

林道分野では，韓国を事例とした機械化集材作業の

ための路網計画，民有林の林内路網計画に関するアン

ケート調査，林道路面による排水シミュレーション．

林道が周辺林地に及ぼす影響について報告が行われた。

林道の開設によって，周辺林地の人工林の成長に変化

が起こることは経験的によく知られており，それを定

量的に示した研究は貴重である。

労働科学分野では，人体とチェーンソーの力学的関

係モデル，熱帯林を事例とした森林作業の作業姿勢，

グラップルスキッダの人間工学的研究，タワーヤーダ

集材の安全に関する実態調査，タワーヤーダオペレー

タの認知過程の分析，大脳活動計による森林作業者の

意識レベルの碓定について報告が行われた。タワーヤ

ーダ集材では，上げ荷集材よりもドげ荷集材を危険と
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感じている割合が高いことが示されたが，‐下げ荷集材

の場合，人間が下で材が上という位置関係になること

が，材の滑落などの危険を感じる原因となっているも

のと考えられる。

上記4分野以外にも,DEAによる林業生産活動の

効率性の評価や，パソコンによる簡易カラーオルソフ

ォトの作成法，スギ，ヒノキリターが表面侵食や表面

流発生に及ぼす影響など，意欲的な報告が行われた。

利用分野に関連して「森林作業と森林環境」という

テーマ別セッションが行われた。報告内容は，ブラジ

ル熱帯林における森林劣化の現状，都市近郊林道のゴ

ミ投棄の現状，馬搬システム，プロセッサ作業によっ

て発生する枝条の林地への還元，浮遊砂流出，土壌変

形の個別要素法による解析，トラクタ集材路の回復状

況，大型機械作業後の植生回復，軽架線による残存木

被害であった。軽架線による残存木被害の報告では，

材の価値を高めるための間伐によって，逆に材の価値

を落としてしまう危険があると報告された｡

ポスターセッションでは，フォワーダタイプ車両の

走行特性，タワーヤーダ集材の適正な横取り方法，脚

式歩行機械の補助脚による安定制御について報告が行

われた。タワーヤーダ集材の横取り方法の検討では，

詳細な調査によって，適正な横取り角や伐倒角を解明

するという貴重な成果が得られている。

利用部門では，興味深い研究発表が数多く行われ，

会場も満員であったが，その一方で，研究分野として

のまとまりや方向性を欠いていることは否定できない。

利用部門のほとんどの研究が，集材作業の合理化にか

かわっているが，森林という大きな研究領域における

｢集材｣の比重は低下している。利用分野が今後どのよ

うな方向に向かうのか．また，わが国の林業に活力を

与えることができるのか，来年の発表にも期待したい。

い部門であったため，会場も「風致」部門終了後に，

午後4時から開始といった変則的な開催となっていた。

両部門間には，30分の休憩があり，この間に聴講者の

入れ替わりがあったのだが，だれも聞きにこないので

はないかという不安を感じたのは，私だけではなかっ

たと思う。しかし，定刻には14,5人が着席しており，

閑散とした雰囲気ではなかった。

発表内容は，よくいえばバラエティーに富んでいて，

率直にいえばバラバラであった。特用林産といいなが

ら，5件すべてが食用きのこに関する研究であった(山

菜を含めた市場調査もあったが)。試験対象のきのこ

は，ホンシメジ,ブナシメジ,カンゾウタケ，シイタケ，

山菜およびきのこ全般と,すべて異なっていた｡研究目

的の面から見ると，ホンシメジは林地施業技術の開発，

カンゾウタケは菌床栽培技術の開発，シイタケは原木

栽培の技術改良，ブナシメジは菌株の識別方法の検討，

そして山菜およびきのこ全般は市場調査であった。

このように，対象・同的ともに異なった内容であっ

たので，討議が成り立つのだろうかと心配されたが，

発表者がすべて各県林業試験場の特産担当研究員であ

ったので，同業としての共通感もあり，総花的（細か

な内容にはあまり触れられなかった）ではあったが，

比較的活発な質疑があった。

プログラムを見渡して，関連の研究課題を探すと，

｢樹病｣の部門で，食用きのこでもある樹木病害菌ナラ

タケに関する発表が3件と,ポスターセッションの｢造

林」部門で，菌根菌に関する発表が2件あった。時間

的に重複していなかったことから，これらを聴講した

人も多かったようである。

なお，1日違いで開催されていた「日本木材学会」

(今年は高知県で行われた）では，「きのこ」部門があ

り，口頭発表21件・展示発表11件と本大会の6倍強

の件数であった。内容を比較すると，菌根菌について

は林学会が主体であるようだが，全体的に見ればオー

バーラップしており，担当研究者としては，どちらの

学会を選択するのかは悩ましい問題である。

特用林産（橋岡県議赫撚業猿術ｾﾝﾀー）
川端良夫

特用林産部門は，口頭発表が5件のみで、最も小さ

一

◆「広葉樹人工造林の手引」は在庫切れ…本誌4月号25ページで紹介した|司書（熊本営林局発行，林野

弘済会熊本支部取扱い）は，残念ながら在庫切れ状態とのこと。

◆第109回日本林学会大会は宇都宮大学で開催予定…次回林学会大会は、宇都宮大学（栃木県宇都宮市

峰町35(),E028-649-5544,F028-649-5545)での開催が予定されている。九州大学の今次大会会場
において，大会運営に関するアンケートを実施するなど，意欲的な取組みが見られた。

◆地生態学研究グループ第1回研究発表・討論集会開催･･･日本地理学会のメンバーを中心とする|司グ

ループにより，本年3月31H,明治大学において，「日本における地生態学研究の現状と課題」と題

する同会が開催された。事務局は長谷川裕彦氏(e.mailMXKO1537@niftysel･ve.or・jp)。問い合わ
せ等は電子メール希望とのこと。

林業技術No.6621997．5
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1．戦後五十年，我が国は，荒廃の中から幾多の困難

を乗り越え，今や世界有数の経済大国になった。

この間，森林・林業行政は，戦後の荒廃した山地の

復旧造林をはじめ，一貫して森林資源の造成を行い，

国土の保全，水資源のかん養など森林の有する公益的

機能の充実に努めてきた。

しかしながら，経済の高度な発展に伴い，国民の生

活環境は著しく損なわれ，また，水不足が全国的規模

で慢性的に発生するなど，環境問題が大きくクローズ

アップされるようになってきた。

一方，国民生活の向上に伴い，木材の有する優しさ

や安らぎに対する価値が見直され，木材需要は年間1

億立方米で推移し，これを持続的に確保することも重

要な課題になっている。

しかし,昭和30年代後半からの木材自由化が重圧と

なり，国内林業は不振を極め，また，森林資源の賦的，
寸埠

質的問題等もあって，国産材でこれを全て供給するこ

とは難しく，約8割を諸外国からの輸入に依存してい

る現状にある。

また，地球温暖化の原因となっている二酸化炭素の

2000年の排出量を1990年水準に戻すという，我が国

の国際公約を包括的に実現していくためには，森林の

二酸化炭素吸収能力に大きく期待しなければならない

現状の中で，他鬮からの大瞳の木材輸入は，今後，世

界的に批判されることが予想される。

2．快適な環境をI型I民に提供すると|司時に，良質な木

材を供給するという極めて雌しい諜魍を同時並行的に

解決するには，森林の質を商める以外に方法はない。
かげ

ともすれば経済の高度発腱の蔭に埋没させられてき

た森林・林業や1I1村問題に対し,21世紀に向かって

は，国を挙げて森林・林業や山村を支援し，国内はも

とより世界に対しても，我が国の森林・林業行政がそ
こた

の大きな期待に応えていくことが璽要である。

そして，環境問題と木材供給という一見相反する課

題を解決するためには，高度な林業技術を駆使した，

森林の持続的経営こそが唯一の方法である。

森林の有する多種多様な要請に応えるには，今こそ

国有林を中心に持てる技術力を総動員した強力な施策

の展開が望まれるところである。

3．灰聞するところによれば，林野庁が管理経営する

国有林の財務状況の悪化を解決する方策として国有林

の分割・民営化等が検討されているやに聞き及んでい

る。

そもそも、国有林の存在とはいかなるもので、かつ．

果たすべき役割は何であろうか。

国土の7荊を占める森林は，その役割が広範かつ多
いかん

様で，取り扱い如何によっては国民生活に与える影響

が大きく，しかも長期に及ぶことから，他の不動産と

は異なり，本来，個人の所有であっても無制限に窓意

的な経営を行うことは許されないものである。

森林の有する公益的機能を高度に発揮させながら，

かつ木材を供給するためには，森林に対する確固たる

経営理念と高度で長期的視点に立脚した技術が必要で

ある。

我が国では，古来から公益性の高い森林は，公的所

有となっており，この伝統を引き継いで，明治政府は，

現存する約765万ヘクタールの国有林を確保し,20世

紀に生きる我々に残してくれた。

したがって，環境への対応や水不足に対処でき，か

つ良質な木材を持続的に供給可能な質の高い国有林を

後世に残すことは,20世紀に生を受けた我々の最大の

責務である。

4．昭和22年に当時の農林省山林局，内務省北海道

庁，宮内省帝室林野局が管理していた国有林を，林野

庁で一元的に管理経営していくことになったいわゆる

林政統一は，森林に対する国民の期待に応えるもので

あった。

この時期は，戦後の混乱の最中であり，一般会計の

規模も小さく森林に十分な投資が出来ず，緑の回復こ

そが復興のシンボルであるという国民の期待に沿えな

いとして，国有林の管理経営に企業特別会計制度が導

入されたのである。

この間，昭和30年代は，奇跡ともいわれた我が国経

済の高度成長期に，外貨不足等もあり国策として，森

林資源の内容から見て無理な国有林の大量伐採が始ま

り，これに対処するために組織，要員規模の拡大が行

われた。更には，短期的に増大した余裕資金を一般会

計へ林政協力費等として繰り入れてきたのである。

しかしながら木材貿易の自由化の中で，資源的内容

を犠牲にしたこのような施策は，結局長続きせず，ま

た，国民の森林に対する要請が環境問題に移行する中，

国有林では，労使問題を抱えつつも伐採量を縮減する

など懸命な合理化努力をしてきたが,昭和50年度に遂

に赤字基調に転落し，昭和51年度以降,財政投融資資

金(以下9｢|財投資金」という）からの借入金での運営

を余儀なくされた。

つまり木材貿易の自由化，伐採量の縮減，財投資金

の借入等の影響が重なり．国有林野事業の経営を圧迫

休業技術No.6621997.5
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したのである。

資源内容を超えて伐採してきたため，一度赤字基調

になれば，それを短期間に回復することは，林業の長

期性から困難であることは自明の理である。

したがって，本来であれば財投資金を導入する時点

で他の制度と同様に，少なくとも一般財源からの利子

補給を同時に制度化していなければならなかったもの

であろう。

いうなれば，財投資金導入に際しての制度の欠陥が

3兆円強の累積債務に集約されているものであるとも

言える。

とは言え，赤字基調に移行した時点で，なぜ更なる

強力な合理化方策がとられなかったのかという疑念は

残る。

この点は，今後の対応を検討する時の重要な反省点

であろう。

ただ言えることは，もっとも経営を圧迫する人員の

削減は，各省庁に例をみないほど努力をしてきたが，

ひとり林野庁のみで短期間に大幅な人員削減を行うこ

とには限界があったことも事実である。

今後は，この反省にたって国を挙げての対応が必要

とされる。

5．結論的にいえることは，林政統一以後，長期的に

見れば，木材の自由化，プラザ合意後のl'j高傾向の中

で，国有林が赤字基調で推移してきたことは事実であ

る。40年代までの黒字基調は，資源内容を無視した，

見せかけの決算内容に過ぎない。

このことは，国有林のみならず民有林についても同

様である。例えば,全国40万ヘクタールを超える人工

林を造成した各都道府県の公社造林も累職債務は全国

総額では既に1兆円に近い。

6．しかし，森林資源の内容に応じた経営をし，森林

経営の理念を持続的経営におくとともに，必要な財政

的支援を継続していくならば，将来的には，必ずや国

民の期待する森林の働きが発揮できるし，そうあらね

ばならない。

7．今，ここで短兵急に国有林問題を処するならば，
せっかく

折角，明治以来営々として職み上げてきた国有林の麓
つL・ かいり

里な財産が潤えてしまい，国民の期待と大きく乖離す

ることとなる。

大事なことは，これからの新しい世紀に向かって森

林・林業政策，国有林はいかにあるべきかを明確にす

ることである。

以下，具体的提言を項I引的に列挙する。

埠三具体的提 ‐

り，造林等の森林整備に投じられているもの

で，林業の長期性からすぐには換金できない

ものであること

○将来，資源が成熟して木材生産が可能になる

時点までは，元本の支払いを猶予すべきもの

であること

○その間の利子の支払いについては，一般会計
朧てん

から補填すべきであること

なお，森林整備を目的とした炭素税等の新税

の実現も検討すべきであること

(3)会計制度

国有林の森林施業を公益的側面を重視した

ものとするとともに，企業特別会計を改め，

森林・林業の特質に合致した会計制度に改

めること

(4)現場作業の実行

国有林野事業の造林，素材生産等の現場作

業は，全面的に民間事業体に委ねること

l.森林・林業の全体的な検討の視点

（1）国民の視点に立脚したものであること

（2）国際的な支持の得られるものであること

（3）21世紀を見据えた未来志向型であること

（4）真の行政改革の理念に沿ったものであること

2．森林に関する行政の一元化

森林を中心とした環境，国土保全，水資源，林

業・木材産業，山村行政の一元化及びこれらを

束ねる行政組織，例えば，森林省を設置するこ

と

3．国有林問題について

（1）国有林の管理主体

国有林は，森林に対する国民の経済的，環

境的，文化的諸要請に対し，国が直接必要

な施策を展開できるという理由から，引き

続き国が責任を持って永続的，一体的に管

理すべきものであること

（2）累積債務の取り扱い

○国有林の累積債務は倒産会社の赤字とは異な

林業技術No6621997.5
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焦 点
･弓:．．．’;八－-．‐

純奈川県営水道で水道料金に森林費用上乗せ
－その背景の認識こそが普及の基盤一

一

:：瀞

I標準家庭一世帯

月約25円の負担

神奈川県民の全世帯に配布

される「県だより」2月号に“県営水道料金の改

定のお知らせ”として，以下の文章が掲載されて

いた（全文原文のまま)。

､－－~~－－－－－－－－－－－－~－~－－－－一1●一層の安定供給のために

県営水道は，安全で良質な水を安定供給するため，！

さまざまな施設整備を行ってきましたが，昨年の2度i

にわたる渇水や，阪神淡路大震災の経験からライフラ：

インへ期待が高まり，これまで以上に災害に強い施設：

の整備が求められています。

このため今後3年間で，安定した水をお届けするたI

めに配水池の建設や浄水場施設の改新,そして災害にi
強い水道にするための水道管や貯水池の耐震化を進めI

るとともに，浄水処理施設の改善なども行います。．

また，森林の持つ水源かん養機能の重要性を考瞳し,i

将来をみとおして水源林の向上を図るために「水源のI

もりづくり」事業に参加します。

●料金改訂にご理解を

このような施設整備を行うために649"I11の資金がI

必要になります。県営水道では従来にも増して経営改I

善を進めますが,今回最小限度の改訂をせざるをえなI

くなりました。また「水源のもりづくり」事業につい：

ては,標準家庭一世帯あたり月約25円のご負担をいた｜

だくことになりますが，ご理解のほどお願いします。’
-----..-..‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐－－－－－－－－－‐‐‐‐‐‐‐‐－．．－－－－－‐‐‐←‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐-．‐．‐．；

し

十年一昔前のあの熾烈な水源税創設運動の推進

に関係した者として，この水道局の4月1日から

水道料金21.47％アップの説明の文章の中に，水

源林の整備のための費用負担が淡々と書かれてい

ることに感ひとしおであり，まさに夢のようであ

る。

もちろん全国で初めての事例であり，朝日，読

売，毎日，産経でいっせいに報道されたし，朝日

林業技術No.6621997.5

きむらせいきち

細日本治山治水協会顧問木村晴吉

はさらに，3月1日の夕刊のウィークエンド経済

で1ページ全面に“水道料金に森のコストlt当

たり1円上乗せ，，の見出しで特集を出している。

水道料金に直接上乗せする制度はまことに至難な

業で，まさに宿願の制度である。緑，森林への追

い風ムードとはいえ，一般の利水サイドのガード

は，公共料金値上げ批判の中で，ますます固いと

さえいわれている。

神奈川県営水道がその先駆をなしえたのは，県

政における新しい林政の位置付け，そして，ここ

に至るまでの十数年来の県の林政推進の集穣の実

りであり，具体的には，それによって培われた森

林に対する信頼であろう。このタネを広めるため

には，この背景の認識こそが大切であることを強

調したいために，貴重な誌而をお借りしたしだい

である。

11上下流の真の信頼関係の構築こそ先決

一お互いが感謝し合う世論の形成を一

1．神奈川県の利水団体は

早くから水源林整備に積極的投資

横浜市水道局は飲料水の水源として早くから山

梨県道志川上流の調査に着手し,明治28年ごろか

ら造林奨励金等の地元支援を行うとともに，大正

5年に道志村の県有林約3千haを買い上げ，直接

経営整備に乗り出し，横浜港から世界に名水を供

給したのは有名な話である。そして新しい県政に

対応して，第八次経営計画（1986～96年）もすで

に平成3年に，従来の水源林経営計画から，高伐

期の集約な天然林施業を重視した経営計画に改訂

されている。また伐採量の低下に備えて，山村振

興施策等にも特に配慮されている。
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この神奈川県企業庁水道局は，電気局とともに

昭和27年の発足で,湘南地区および相模原地区の

水道事業と，相模川等の総合開発整備事業，いわ

ゆる発電事業を行っており，これらに関連する事

業として，当初から積極的な水源林の造成および

維持がなされてきた。

すなわち昭和33年から,相模川奥地の丹沢山系

の最奥部の重要な水源地域に3千haに及ぶ水源林

の造成および維持管理が行われている。平成3年

度末で6億5千万円余が投資されており，以後も

年々保育が続けられている｡植栽木も25～35年生

となり，県の方針に従って，長伐期集約天然林施

業が改訂基本計画に組み入れられている。

これらの事例は，過密都市を抱える県下の代表

的な利水団体の，上流水源地帯の森林整備への関

心の深さを示すものであり，全国的に見ても上位

に属するものと思われる。しかしそれは，あくま

でも企業体としての経営姿勢であり，その延長路

線として，一般水道料金に上流の森林整備の費用

の一部を上乗せできる筋合いのものではない。先

進事業体といえども，何か大きなキッカケがなけ

れば踏み切れない性格の課題ではなかろうか。

2．行政の枠を超えて森林への関心を高める

昭和58年に朝日新聞社主催のシンポジウム"緑

の明日へ"のパネラーとして，当時の長洲知事(元

横浜国立大学経済学部教授）と懇談の機会に恵ま

れ,森林への識見,情熱に深い感銘を受けた。「現
みどり

在ある森林を絶対に守る政策を早く打ち出したい。

森林は環境財として整備増強し子孫に引き継ぎた

い。なんといっても，この仕事は市民運動，県民

運動と手を携えていかなければ達成できない。そ

こでナショナル・トラスト神奈川版の“神奈川ト

ラス1､みどり基金”の設立を検討している。毎年
みどり

やっている県民討論会にも森林の問魍を取り上げ

ていきたい」と語られたのが印象的であった。

20年間に3白万人も人uが増加し，その一・方で

農地・森林面積が急激に減少し，すでに森林而績

は9万5千haにすぎない。しかし，このうち市街

化調整区域内の森林面積は3万3千haもある。県

の緑･森林保全政策としては,「まちのみどり保全」

についてはナショナル・I､ラスト制度の導入が試

みられ，「みどりのまち，かながわ県民会議｣が昭

和60年に発足。この運動を資金面から支える『か

ながわトラストみどり基金｣は昭和61年4月に設

立（基金百億円)。「やまのみどりづくり」につい

ては，「かながわ森林基金｣が平成2年に発足(基

金70億円)。その受け皿として同時に，「財団法人

かながわ森林財団」（基本財産5億円)が設立され

ている。このうち，森林基金・森林財団について

は広く知られているので，ここでは都市部対策の

2組織について事業内容のみ略記した（別表参

照)。トラスl､みどり基金は平成3年度に目標の百

億円に達し，同年度末の県民会議の会員数は約1

万8千人,20世紀末までに4万5千人にするのが

目標になっている。

両基金制度を通じて流れている，魅力ある都市

環境づくりからくる県民・市民運動に連動して，

都市住民に森林への関心が高められつつあるのが，

他県と異なる背景であろう。

川上対策の行政サイドの施策としても,｢新あす

なろ計面」を基盤に，県民参加の森林づくりのほ

かに①都市圏蝋境林・都市型林業の展開，②特に

別表「まちのみどり保全」の組織の事業内容

かながわトラストみどり基金側みどりのまち・かながわ県民会議

蟇金への買入れ申入れ（寄贈・遺贈を含む）

緑地保存契約

市町村レベルのナショナルトラストへの助成

緑化推進事業

樹林地等の管理受託

地域団体への援助と指導

普及啓発，調査研究

買入れ

県民会議への助成

取得した樹林地等の維持

管理

八
ｕ
ｆ
、
／
』
八
Ｎ
Ｕ

１
２
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７
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質の高い水源地域の高齢林づくりのための森林管

理基金の創設，信託管理制度の推進，地域協定制

度の推進等，集約な環境林整備の諸施策の推進が，

都市部の関心を高めつつあることも事実であろう。

3．「水源のもりづくり事業」発足が契機

昨年10月，「かながわ新総合計画21」の1つと

して，画期的な水源林整備事業の全体計画が公表

された。県内5流域・13市町村にまたがる5万6

千haの水源林を対象に,20年間総事業費3千2百

億円で，県民参加型の，既述の質の高い高齢林づ

くりのための諸施策を駆使して,すでに80haの公

有化,380haの森林整備協定,40haの水源分収林が

企画されている。初年度の97年度は,90億円余が

予算化されている。この「水源のもりづくり事業」

の発足を契機として,水道料金収入から毎年5億

円が,この森林整備に組み入れられることになる。

4．この成因を高木会長は6項目に

－6項目に，特に県民の先見性を指摘一

神奈川県の2つの基金・財団に深くかかわり，

森林の新しい活性化対策に常にご尽力されている

｢森とむらの会｣の高木文雄会長(元大蔵事務次官）

は，今回の新制度具現の感激を「森林づくりの原

資発見｣という文章にまとめられ，この文章を『森

とむらの会」の2月の総会案内状に添えて，会員

全員に届けられた｡その関心の深さ,森林活性化へ

の情熱に深い感銘を受けた。そして総会当日お会

いして,PRしてほしいと激励を受け,ただただ頭

の下がる思いであった。この文章の後半に，この

新制度ができた成因を率直に列記されているので，

その部分を抜粋させていただいた（原文のまま)。
●二参一一一一÷→←一一一一七口■．■心｡一一令争一一='－－一一一一一寺一一一争=■=･寺一一一一・÷一一一一一一・参参一一字一一=-=~苛

私にとって意外なことであり、夢のような州来事と！

いってもよい。実現することになった契機はどの辺に｜
あるのだろうか。

第1に，上流のおかげを下流が理解し始めたからだ。I

第2に，地球環境問題を機に，水と緑への関心が育つ；

てきた。

第3に,111が荒れだしているらしい、とド流が心配し：

始めた。

第4に、中央指導ではない，地方の主体性の値打ちが

わかってきたからだ。

第5に，「地方の時代_,の提唱者である農洲前知事のね！

林業技術N(16621997．5

らいと畷塊庁での実践体験から，自然を大切にす’

る岡崎現知事の感覚とがうまくl噛み合ったからだ。｜

第6に，股も大切な点だが,#II1余川県民が優れた先兇｜

性を身につけているからだ。

いずれにせよ，受益者負遡による水源のもりづくり’
た心

輔業は，神奈川で産71fを上げた。この種が他の地域にI

も拡がるようになるとすれば,I｣本の森林に稲望をも｜

ってよい。

このタネが他の地域に広まるように念じたい。

各県の事情，さらに流域ごとの事情は異なるが，

その素地づくりのために，あえて以下の課題に触

れさせていただいた。

1I1流域管理システムで上下流一体化の課題を

一高まりつつあるムードを具体的施策に一

数年前の4月，横浜で源流を守るシンポジウム

が高秀市長も出席し，盛大に開かれたのが，まこ

とに印象に残った。山形の小国町長らが，上流の

人々は，このように源流を守るために森林を大切

に育てているのだという自覚と抱負を訴え，下流

の都市住民は自分らの飲む大切な水の源流に関心

と理解を持つ｡この双方の自覚が不可欠である｡上

下流が本音をぶつけ合う積極的な交流や，それを

通じてのより深い信頼の構築こそ本当に待たれる。

平成3年以降，流域管理システムによる①緑と

水の源泉である多様な森林整備，②国産材時代実

現のための条件整備，この2つのスローガンを背

景に，林政の最大のプロジェクトとして年々実績

を築き，それなりの成果を収めているが，後者の

物流のみが目立って，上下流一体化による森林整

備の具体的な実績が見えてこない。

水を介しての利水団体の上流地域への協力の事

例は，数多く残されている。それらの流域につい

ては，その貴蕊な軌跡を見つめ直し，その流域こ

そは，物流が主体となっている従来の「流域林業

活性化協議会」のほかに，この流域管理システム

で，それぞれの流域の特性に合わせて，上下流の

自治体が本音で話し合える協議会の運営が早急に

具現されるように工夫していただきたい。

中央の基金をはじめ，今や各都道府県それぞれ

に数多い基金が設けられ，その性格も千差万別で
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なかろうか。都市のエネルギーをいかにして上流

に向けるかは，これからの大きな課題である。「森

とむらの会」の榛村理事長（掛川市長）は，下流

の都市自治体は上流地域に市有林を持ってもらい

たい，と説いておられる。

これからの森林の環境財・公共財としての拠点

づくりは，公有林化対策であるとさえいわれてい

る。平成6年度以来，自治省の“森林･l11村対策”

の一環として，公有林化推進助成のための起債枠

5百億円が毎年度予算化されているが，毎年その

半分からが未消化といわれている。もちろんそれ

ぞれの理由はあろうが，せっかくの3省庁協議の

新しい施策だけに，その活用こそ，いよいよ高ま

りつつある国民参加の森林づくりムードの力を結

び付けられないものなのか，関係者の再考を切に

お願いしたい。

ある｡国民参加の森林づくり運動も発足以来10年

を経過し，緑へのムードはいよいよ高まりつつあ

る。しかしムードだけで，具体的な新しい川上対

策が見えてこない。ムードだけでは前進しない。

このムードを施策推進の力にするためには，具体

的な手段・方法の論議に入らねばならない。論議

を固めなければならない。水源林の整備について

は，下流自治体等による水源地域における公有林

化への推進とか，森林整備協定とか，分収持分の

買い上げ等のように，もっと具体的なプロジェク

トへの協議に進めていかねばならない。

受益地域の市民の代表として，下流の自治体の

自覚と存在はまことに大きい。それぞれの地方の

事情を尊重し，地域の特性に応じて，緑へのムー

ドを背景に，自治体同士が地金で話し合えるよう

な環境づくりこそ，流域管理システムの課題では

＝白昌.：ﾆｰ.や一壱雰一垂平モーーー室…．、－－ 零＄。~－1－q･-画4■や－．､唱甲一m'罫牙亙琴浬＄雲二軍＝童雰誇房『筆今埋需澤今窒買垂背嚢室.幸露…

主雌団体／会場／行リド内容群

㈹全日本木材ili場辿盟(a03-3818-2906)/日田木材Ili場㈱(II田市緑町1-
40=1)/f軸剥l木造作宅の復揃｣をテーマに,全刷の優良木材を染荷した腱示
即売。

兵ﾊ1蝶(腱林水産部林務課容078-362-4]92)／饗父郡八鹿IIII幽木rﾘil立似蝿
全天候巡勤場｣いきいきドーム／岡内外の先進的な稀林ボランティア活動
の指諜者・活勤家を招き,多而からの問題提起,意見交換雀行う。

鳥取蝶農業協同組合連合会・賎取りiL惟輝生産組合辿合会(a0857-26-
7zll6)/八頭梛河臓町曳田河噸Ⅲr総合町蝿体育鮒。

行塑名 期間区分

大分 全市連大分大会記念木材市
場まつり

森林ボランティア活勅刷際
シンポジウム

522

林
業
関
係
行
事
一
覧
一

5

月
兵庫 5．24

第39回鳥取環惟作IH,評会鳥取 5．27～29

稚伽I､li体／会場/fiM1『内容等

全国艇業協同組合連合会("03-3245-7186)/西宮市民会館(兵叩県西宮
市)／乾推茸の品蹴向上と金岡的な蝋絡統一を図り,生雌愈欲の獅揚,国産
原木乾椎鎌の需要の拡大,流通の合理化を推進することにより,系統共販を
促進し、もって4§藤農業家の発鵬を同的とする。

行郡名 IUlI淵

第36回農休水産祭参加･第
301ul全農乾惟茸品評会

全国 6．11～20

聾鍵謝，職蠅鰯。は．洲曹税訓が加算さ|蕊地鮒
以
合
陳

●
東京都港区赤坂4-3-5/振替00120-9-,1
aO3-3585-0087IWFnXO3-3589-2902

95298爽廃赤坂壷107

学水文地応 山用
ｰ罰壼

ppliedslopelandhydrolnd
●

IoDeA gy0
東京大学名誉教授山口伊佐夫著●A5判/240頁/本体価格2,913円/〒310

降雨をいかに効率的に水資源とするか。これは，水なくしては'|畠きられない人顛のﾉくきな課題であ
る。水源地帯に腫大なダムが建設されてきたが，蛸え続ける郁ili部の水禰要はさらに大きなダムの
建設を必要とする--方，環境'二の問題等からダムの建設にも制約がかかる!Iw.いかに水褒源を確保
していくか。このときr緑のダム」としての森林の機能が大きくクローズア‘ソプされてくる。森林
の水源かん篠機能が電要となってくるわけである。本測:は．この水源かん錐機能について．瀧林幣
備との関係を計最モデル化し、土地利用計、への応用に稲る符櫛の森林水父研究で緋られた知兄の
集大成である。森林の機能を具体的に解明し，森林腎蝿のあり〃について提示したｲ蔦ハ:が，研究桁
から、治山．砂防関係の技術溝，ダム関係醤の方々に大いに利用されることを期緋したい。

応用山地水文学
一一‐出師や

す■”日一■～｡■
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慈外の森林｡林業博物館（下）
－世界最大規模を誇る

韓国国立山林博物館の場合一
ひおきゆきお

前･国土防災技術株式会社環境防災センター日置幸雄

はじめに

このシリーズ，欧州圏(EU)の農林関係博物館コン

テスト，林業森林部門でグランプリに輝いたスウェ

ーデン国リュクセールの場合を前号に取り上げた。

さて今回は，自然保護では世界に冠たるコスタリカ，

南半球の楽園南アフリカ共和国を企画したが，駐日韓

国大使館の友人から｢韓国光陵のそれは世界一の規模」

という話に接して筆者の目は輝いた。残念ながら最も

近くて遠い国ともいわれている隣国韓国，これはぜひ

とも紹介しなければと，急きょ予定を変更して4月16

日，ソウル金甫国際空港へ飛んだ。

1国立山林博物館

世界一の規模を誇るこの博物館は，ソウルの北東約

25km,政府の林業研究院中部林業試験場が管轄する
クアンヌンスウモクウオン

光陵樹木園500haの中に所在する｡交通はソウル市

駅より地下鉄1号線で清涼里下車，特急バス(707

番)，市バスを乗り継いで約2時間の道程である。もっ

とも途中の交通渋滞も十分考慮に入れる必要がある。

(1)山林博物館の規模等

世界最大といわれるだけにその面積は，実に1,400

坪(4,620nf),建物は韓国の伝統様式に基づいてお

り，内部はすべて国産材および石材を利用して建築さ

れている。外観も優雅であり，展示の内容は山林資源

と技術，山林と人々，韓国の林業，世界の林業，韓国

の自然等をテーマに広範にわたっており，その展示一

つ一つに心にくいばかりの演出と配慮がされていて感

銘した。正直いってこれが筆者の実感である。ここで

の展示品種は12,775種(32,650点)と間かされ思わず

息をのんだ。

(2)設立の目的・運営のコンセプト

ご多忙の中，真しにご案内いただいた中部林業試験

場樹木園科長・李元烈氏のお話から，設立の目的・運

営のコンセプトを以下に述べよう。

「有史以来森林は荒廃の傾向にあったが,特に第二次

大戦に続く動乱(1950)で山々は荒廃の極みに達した。

林業技術No.6621997.5

平和になって国土の復興はまず緑化からと，国を挙げ

てわれわれはこれに取り組んだ。山林への立入禁止・

禁伐の徹底そして獄極的な緑化への努力が功を奏して

ようやく緑はよみがえった。このように緑化成就の目

的を達した以上，この森を国民に開放するとともに，

森の機能の素暗らしさ緑の大切さ，緑の意義を広く国

民に啓発することが第一のねらいであった。具体的に

は，山林および自然環境に対する教育の場の提供，山

林の歴史および資料の保存に重点を瞬いている」

(3)設立の時期

このようなコンセプトの下に，着工したのは83年，

前記李科長が現場の総指揮を取り，山林関係職員全員

の不眠不休の努力で87年4月5日緑化記念日に見事

に完成を見た｡時あたかも88年全世界の注目を集めた

ソウルオリンピック大会の開催記念の一環でもあった。

(4)投資額

本施設光陵樹木園への全投資額は,実に68億円，そ

の内訳は樹木園10億,博物館32億,温室11",その

他付帯施設15億円と聞いた。

(5)運営と利用方式

筆者が訪問した当日は，平日にもかかわらず数多く

の学生，一般市民が次々と訪れ，館内は見学者で満ち

あふれていた。一般国民の緑への理解と関心の深さを
せんぼう

目のあたりにして心からの感激と羨望を覚えた。

… P

一

写真①世界一の規模を誇る光陵山博物館。内部は国産の
木材と石材で見事なたたずまいを見せている



写真＠ エントランスホールからの階段には左に韓国産，

右側には外国産（世界）の有名な材鑑が並び見学
者の注目を集める

写真④その一画ではWild-Lifeの大物，オオワシ，クマ，
そして白頭山トラ等の保護が訴えられていた

開園は年中，休館日は毎週月・火li"H,祝日等公休

日の翌日，時間は10時～18時である。来訪者は，開園

当時(87年)18万1千人であったが，96年には123万

人を数え，1カ月平均10万人強,1H当たり5千人に

達している。入場料も96年の場合，5億6千万円(邦

貨換算）とただただ驚くばかりであった。なお訪問客

の内訳は，学生30％，一般55％，学術研究（15％）

で，世界各国よりの来訪も後を絶たないという。

2．山林博物館を巡る

百間は一見にしかず，であろう。この写真探訪，広

大な館内の数々の展示の中から，繁者が感じたハイラ

イトのいくつかを以下に紹介しよう。

さて展示全般を通じて感じたのは，すべてが本格的

であること。そして極めてリアルである。すべての展
ら

示物は織密で，建設に当たられた技術瀞のスピリッI､，

英知の結集が花を開いたと見た。

それぞれの内容は技術的にも十分監修されており，
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写真③エントランスホールに設けられた木材と現場で用
いられてきた用具が並ぶコーナー

写真⑤森林保護コーナーでは寄生害虫の拡大模型が注目
を集めていた

来訪者・見学者の心をとらえる演出がされていること

に注目した。

①広大.快適な立地環境：樹木園500haの中の博物

館は将来の展望のうえに立って，建物，周辺スペース

ともに広大で，来訪者に心のゆとりを持たせるに十分

であった。なおこの施設は近々2倍の3,000坪に拡大

の予定と聞き驚いた（写真①)。

②見事な材鑑:国産材の材鑑,林業現場での使用器具，
低く

白頭山トラをはじめとする貴重な野生動物の剥製を見

ながら階段を上ると，その両側に国産材と外国産の材

鑑が見事に並べられ目を見張った（写真②，③，④)。

③虫害の実態と森林保護の理解のために：大きく拡
惟

大された害虫の幼虫が地上に這っている。その隣りに

は害虫の天敵が集められ，拡大鏡がそれを詳しく見せ

てくれる（写真⑤，⑥)。

④治山エ事の成果：日本時代から続けられたはげ山

復旧工事，戦後の国を挙げての緑化運動が功を奏し，

見事な山ができ上がった。そのプロセスをじっくりと

林業技術No.66219W5
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写真⑥寄生害虫の隣には害虫の天敵が集められ，下に設
けた拡大鏡でその実態を紹介していた

写真｡ 日本時代から荒廃した山々に山腹工事が施行さ

れ,見事緑化復元したプロセスが一堂に展示され，
治山技術に終始した筆者は深い感銘を受けた
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写真(ロ 21世紀の目標とすべき森の大きな模型も素晴ら

しかった。われわれはこんな森を目指している。

その迫力は十分であった
写真⑨野鳥のコーナーも圧巻であった。貴重な渡り鳥の

コースがボタンを押すと点滅で明示される

理解は難しいのではないかと考えた（写真⑧)。

⑥楽しい野鳥コーナー：野鳥のコーナーも圧巻であ

った。渡り鳥のコースがボタンを押すと地図上に点滅

する。隣りでは多くの野鳥の一羽に赤い灯がともると，

その鳴き声が耳に飛び込んでくる。実に面白いユニー

クな企画であった（写真⑨，⑩)。

⑦山の人々の生態，興味深いその歴史：それぞれの

コーナーには，昔から現代に至る歴史とその変遷が実

にリアルに展示されていた。ハンターと伐木作業員の

形態の変遷には思わずニヤリとした（写真⑪)。
けん･うんちよう

③絢燭たる蝶の舞い：昆虫館の内容も充実していた

が,4,900種を数えるという蝶が,ライトアップされな

がら回転する姿には心を奪われた（写真⑫)。

⑨道の花，烏，木:21階のフロアーの一画には，国

産の集成材でアーチがつくられ，そこに各道，各市な

どの花，鳥，木がカラー写真で展示されていた。子供

たちが指でそれを指しながら，月を輝かせていたのが

写真⑩多くの野鳥の一羽に点灯されるとその烏の鳴き声
が耳に入ってくる。視覚と聴覚の両面がもたらす

面白い展示をそこに見た

見せてくれた（写真⑦)。

⑤理想の森を目指して：21世紀の森はかくありた

いと具体的な目標一森の姿を示した大規模模型には

息をのんだ。スローガンだけでは、一般国民に対する

林業技術N0.6621997.5
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写真⑪山を利用する人々の生態
昔と今のハンターのプロフィル

~

印象に残った（写真⑬)。

⑩光陵樹木園：最後に，この博物館に花を添える樹

木園に触れておきたい。これは前記，政府の中部林業

試験場（写真⑭）が管理している素晴らしい森である。

ここにある植物は2,931種（水本1,663,草本

1,268)，園内を巡って感銘したのは盲人植物園であっ

た。柵に体を預け，点字の説明板を読み，そのあと植

物に触れ，香りをかぐ人々の姿を見て感動した。

おわりに

時代の進展とともに，安易な施設には人々が決して

集まらない傾向があることは否定できない。例えばデ

ィズニーランド，ハウステンボスの人気が高いのは，

何よりもその施設と運営の充実さではないだろうか。

今|劇，韓国国ず山林博物館の素晴らしい施設に接して，

特にその感を深くした。翻ってわが国の森林博物館の

あり方を考えるとき，率直に言ってそのすべてがあま
わい

りにも嬢小にすぎ，平面的である。つまりその内容は，

残念ながらお粗末の一語に尽きるような気がしてなら

ない。これでは，この面における緑化に対する国民へ

の啓発は期待できないのではないだろうか。わが国に

も国立の森林・林業博物館の建設をこの稿を借りて強
ゆえん

く訴える所以である。

最後に，今回の訪韓に際し数々のご指導をいただい

た中部林業試験場・李科長以下関係者の皆様，そして

不得手な韓国語の通訳を買って出ていただいた元・駐

中近東韓国大使館勤務の大兄徐福泰さんに心からのお

礼を申し上げる。

し

q■

9 1
命

,1

侭

2階の踊り場には見事なLVL(集成材）のアーチ

が設けられ，それぞれに各道（地域）の木，花，
鳥の見事な写真が展示され，子供たちが故郷の自
然に歓声を上げていた

写真侭

写真⑭ご指導いただいた中部林業試験場の正門

林業技術N《).6(i21997．5
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会員紗､茎湯

造林者の立場からVII
藤原ざん*への手紙

藤原さん，お手紙ありがとうご

ざいました。

3番目のお子さんの誕生，おめ

でとうございます。

ご心配されておりました，国家

財政の赤字が農林業に与える影響

と，行革の行き着く姿については

学識が足りずお答えできません。

しかし，新しい林野三法は，市場

の競争原理を視野に入れています。

林野庁の3兆円の赤字や農林公庫

の1兆円の貸出残高は，小規模林

家の経営に，間接的ではあっても

大きな影響を与えることになるで

しょう。農林漁業金融公庫の造林

資金の金利3．5％も，今では，農

業のスーパーL資金や住宅金融公

庫の金利よりも高くなりました。

償還期限の迫る公庫資金を使った

公団，公社，市町村の拡大造林地

の伐採も始まります。不採算の現

実が長く続くのに，林家の声が小

さく政治的な影響が少ないためか，

引き下げや補完のスケジュールは

見えません。

昨年11月,10年ぶりに"森林資

源基本計画及び林産物需給の長期

見通し，，が改定されました。製材

用材の需要は2015年ごろは横ば

い。林道整備が進み生産コストは

大きく減り？･･供給は4割近く増

加し,自給率は50％近くまで伸び

ると予測していました。

初めて，近年の情勢を加味した

予測値も示されました。それによ

林業技術No.662199f5

さとうげんいち

秋田県皆瀬村在住佐藤彦一

ると，2015年の木材総需要通は1

億1100万nfから1億1500万nfと

ほとんど増加せず，自給率は現状

よりも10ポイント程度低下して，

14％程度になると書かれていま

した。

財政危機が長く続いて山村と林

業が放置され，長期見通しのよう

に林道整備が進まず，林業機械の

需要が少ないため性能がほとんど

向上せず，コストが高く，加えて，

若い労働力の枯渇に近い急減で労

賃上昇が加速し，生産コス1､が横

ばいになる地域と，低下が続く地

域に二極分化してしまうという予

測も成り立つはずです。

滞在のときにお話ししましたが，

多数の林家を相手にする森林組合

や，不特定の林家から，皆伐する

立木を購入する素材生産業者の機

樹上は，一般に路網整備が遅れて

いる山林が対象ですから，索道を

ベースにしたタワーヤーダなどの

導入が必要です。しかし，間伐の

継続が欠かせない林家では，7

～8年間の使用で旧式になる林業

機械の導入よりも，研究と工夫で

"長い期間壊れない作業道"を整備

することができれば，経営規模に

関係なく，投資も維持費も少なく

生産性も必ず高くなります。

藤原さん，猛吹雪の日には，目

を閉じなければならず，歩くこと

ができないときもあります。経営

の維持には，売れる丸太をいつで

r~~一一－－1‐ー~一一一一一写一幸一一一’‐’‐’‐!pb'－－=~･ロー=●●1

I*藤原さんは，佐膝氏のlll林をI

i__.謝唯智醜桃對唖方です§…j

も生産できる条件づくりが最催先

の課題です。そのためには，まず

路網整備，さらに大切なことは，

共同作業のできるパートナーをつ

くることです。藤原さん，スギの

蓄横を減らして投資してでも路網

整備を急いでください。国の投資

余力が続くのは20年間と言いま

したが，もっと短いようです。人

口減少という民族の経験したこと

のない社会情勢の激変は，日本の

未来を予測困難にしました。しか

し，近い将来に住宅建築の減少が

始まり，建築用材の産地間と品質，

価格などの競争がさらに激しくな

ることは確かです。

拡大造林は昭和26年から始め，

父から譲られたスギ林が3ha余

りで皆伐できる林が少なく，学ん

だすべての育林技術は，1年でも

早く間伐収入を得るためのもので

した。拡大造林を終えたときのス

ギ林も21年生になり,最初に植え

た林は46年生になって,ほとんど

が“冠雪害と間伐の適齢期”にな

りました。今年は，小安峡温泉の

前の山林で，製材業者と約束した，

丸太で約300nfを間伐する予定で

す。年末から年始，積雪が異常に

少なく，林内を自動車で走ること

ができて選木と移動が楽でした。

昭和45年ごろまでは，50年生で

皆伐更新をする予定でした。しか

し,昭和50年代になって伐期延長

を考えるようになり，4年前には

特定森林施業の認定を受け,"長伐

期と複I騨林”の造成を目指してい

ます。なお，長期見通しは，2025

年までに育成複僧林を6倍に拡大

するとしています。

県内屈指の木炭生産をしていた

皆瀬村の戸数は約500戸でしたが，

昭和初期には，冬になると200基



以上の炭焼き窯がつくられていま

した。薪炭の利用がなくなって30

年余り，秋田の山間では，除間伐

期になったスギの拡大造林地を大

量に抱え，米価も低下し，期待し

ていたシイタケやナメコ，ゼンマ

イなどの特産物も，外国産の価格

の影響を強く受けています。

結婚難も深刻です｡30歳以上の

未婚の男子も増え，村民人口の9

％にもなりました。

高齢になった林家には，労賃の

上昇よりも怖いものが出てきまし

た。新規の参入労働力が全くなく

なったのです。

“稲庭うどん”や‘‘川連漆器”

"仏壇製造"などの屋内作業の労賃

は，林業労働よりも日当は低いの

ですが，林業には雨降りや吹雪の

ときの就労対策がないため，年間

収入で競合するようになり，森林

組合や素材生産業者の作業班には

新規の参入が途絶えました。

長野県白馬村から

昨冬，松本営林署に招かれ講演

しましたが，出席者には経営者の

方々が多く，2時間いただきまし

たが，豪雪地のスギの克雪育林技

術の内容が珍しかったようで，2

泊3日旅程の視察をいただき，ス

ライド映写で3月初旬の冠雪した

スギ林の状況を説明しました。

白馬村では，伐採労賃がチェン

ソー持ちで3～4万円とか，軽作

業で1万円以上になり，すでに村

内に林業労働者はなく，数十klnも

離れた市や町から雇用していると

のこと。会場では，カラマツとア

カマツを残したのは？上木のアカ

マツの伐採方法は？林地肥培の方

法は？作業道のつくり方と維持費

は？に質問が集まり，山林では，

アカマツの下のスギの形状比の高

まりと冠雪害，二段林の上木のス

ギの選木と伐出，カラマツ林内の

広葉樹の発生などが話題になりま

した。

岩手青年林業士と林業教室，

流域協議会の視察

大型バスで研修。2度目の方や，

視察した父から勧められたという

息子さん，森林組合の役職員が視

察して見学を勧めた話などもあり，

テープレコーダーやビデオ持参の

森林組合職員もいました。

ただ,30年の歳月を費やして作

業路網をつくったことなどの苦労

話では，若い人たちの共感は得ら

れなかったようでした。

“森とむらの会”

2年継続の“保続的林業経営に

おける高性能林業機械の作業管理

に関する調査研究”ということで，

会場では，スギの二段林，広葉樹

を自生させた二段林，二段林から

複層林に移行する過程について懇

談。山林では，開設直後で砕石を

敷いていない作業路を歩き，3年

後の砕石敷，作業路網の現況，ミ

ニフォワーダの稼働状況,21世紀

の林業経営の姿はどうなるか？…

などが話題になりました。

お話ししたように,昭和42年か

らつくり始めた作業道を生かし，

25年以上も前から，足場丸太の大

きさになったスギの間伐材を販売

し続けてきました。平成になって，

町名に“材木町”を冠していた湯

沢市の製材業は，長く続けてきた

東京などの大消費地向けの販売を

縮小しました。製材能力も工場数

も減少していますので，過積載の

制限もあって，販路維持には苦労

が多いのですが,18cm以下の小

径材を主に生産して何とか確保し

ています。

3］

会蕊の鎖蟻

20～25haの団地に,1,000mほ

どの長さの作業道を2～3本ずつ

つくればと考えて開設を始めまし

た。しかし,標高差がともに300m

以上もあって,50歳,55歳と歳を

加えるごとに，林内歩行が苦痛に

感じられ，密度目標は高くなりま

した。1年間に2,000mもつくっ

たこともあります。

開設を始めて20年後には,目標

が350m/haになりました。

藤原さんが帰られてからも，年

間500～600mの開設と砕石敷を

続けています。複雑な地形で二段

林から複層林を目指すようになり，

目標はさらに高くなって，残りは

3～4路線で約1,500m｡3年後，

最終目標密度の400m/haを実現

する予定です。

“豪雪地域林業技術検討会”

ご覧になったように，枝打ちは

地上から4m50cmが目標でし

た。この高さを超える枝打ちは，

資力と労力の制約でできませんで

した。そこで考えましたのは，奥

羽山脈を越えた隣村宮城県花山村

で行っている，自然落枝するほど

の密度を7～9年以上も維持する

ことでした。5～6年経過したこ

ろ，雪の降る府県の林業試験場が

組織している“豪雪地域林業技術

研究会"の検討会が，3月10日に

行われ，形状比が高く冠雪害の危

険性大であると指摘されました。

リスクを理解しながらも過密の状

態をその後も維持しました。単木

の折損はありますが，冠雪害の群

状発生はありません。重い新雪の

降るころと，3月の湿り雪のころ

の2回，被害木のすべてを伐採し，

消雪後搬出しています。枯れ上が

りも予定した高さに近づきました

ので,40年生以上の林から2年間
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会蕊の広場

隔で，ヘクタール当たり560本以

下になるまで，少通多回数間伐を

繰り返します。この方法は，作業

路網の維持にも極めて好都合です。

5～6年後には年間400nf程度を

工場に運び販売します。

藤原さんの地域の“沖の山スギ

の赤ざし”と違い，アキタスギは

播種苗ですから，6～8種の亜品

種があります。長伐期に適する秋

田スギでも，1()0年生を超えても

赤みを帯びたような木肌で成長が

続くスギもあれば，乾燥したよう

な木肌になる早生の木もあります。

気象や土壌などから考えても，長

伐期に適する林地と適しない場所

もあるでしょう。

太さをそろえることを第一に考

えた，柱材生産の間伐や標準伐期

で皆伐し更新する間伐と,5m以

上の樹間距離で育てる，“90年生

以上の伐期を考えた間伐の選木基

準”は連うだろうと考えています。

当地方で伐採された多くの事例を

見ても，単に100年という年月を

経ただけでは優良大径材は生産さ

れません。多くのスギ林を長伐期

林に移行させるためには,"スギの

成長と成熟”について数多くの勉

強が必要のようです。

秋田でも，曲がったものは曲が

り“木”と呼び，真っ直ぐなもの

は直“材”と呼びます。炭焼き窯

の周りには曲がり木が少ないこと

から,約30年前から曲がりを軽く

するために林地肥培を行いました。

調査されたように，雄物川上流地

域は湿った豪雪が降り，根曲がり

や胴曲がりが多く,V1I齢級になっ

ても商品価値は秋|刑県平均になり

ません｡加えて，スギ立木価格の

長期下落が重なり，湯沢市と雄勝

郡内に約25,000haの人工林があ

るのに，計画的に間伐を進める山

林所有者は3戸程度まで減少した

と聞き，仰天いたしました。

＊＊＊

適者生存，不適者死滅の法則を

援用した間伐省略論も発表される

ようになりましたが，風雪害の発

生する多くの地方で，美しく健全

なスギ林をつくるには，間伐は欠

かせない作業だと考えています。

しかし，森林組合に委託しても，

あるいは，近隣から雇用して作業

しても不採算。土日などの休日に

家族労働で間伐を行おうとしても，

伐出に必要な機材を整える費用も，

技術を習得する場も時間もないよ

うになりました。小規模，分散，

膨大な数の農林家の植林地で，多

くの人たちが抱き続けてきた，子

供たちや孫に伝えたい夢が消えて

います。

5年前までは，林内放置では育

林作業のジャマに薮るため，すべ

ての材を出材していました。3年

前からは労賃の高騰で枝払いの費

用も賄えないようになり,2m丸

太と14cm以下の細丸太を放置

するようになりました。しかし，

1年限りかもしれませんが，明る

い兆しも現れました。当地の需要

は3.65m材と7m長柱材という

限られたものでしたが，昨年は材

長2mの丸太,3mと4mの長

さの柱材などの引き合いもありま

した｡100km以上も離れた酒田港

から，国産カラマツ材を購入した

事例も出ています。

ご案内した小安峡温泉の前の山

林で，3月中旬から，愛用のバツ

クホーで除雪し，間伐を開始しま

した。最初に手掛けたのは製材業

者から注文されたカラマツの間伐

です。林内から，ミニフォワーダ

で搬出し，舗装道路まで運びます。

除雪が可能で，崩壊したことのな

い作業道の効用が試されています。

より多くのスギ林を，希望の持

てるもの，展望のあるものにする

ために，選木，間伐，伐出などの

技術を，少しでも高めることがで

きれば･･･徒労に終わることになっ

たとしても，一・隅を照らす望みを

持ち続けた者には良い老後だろう

と考えています。

藤原さんの住んでいる智頭林業

地の近況はどのようでしょうか。

若桜の択伐林や桁丸太の需要はど

うなりましたか。

歴史の長い智頭のような林業地

には，多くの技術蓄積や成功体験

が残っていると思いますが，その

ことがジャマしたり，時の流れで

団地が小さく分割されていたりし

て，協業の推進や共同作業，機材

の共同利用などが困難になってい

ることもあると思います。

これまでの投資と努力が何であ

ったのか？･･･ということを自分に

問いかけるような日淘の労働と，

多くの技術的な試行錯誤が必要に

なったようです。

ご家族の健康を祈り，ご活躍の

日々を送られることと，障害を取
こ入

り除く，あなたの津身の努力の継

続を心から期待いたしております。

お別れのとき，5年後の再来林

をと願いました。家族一同，ご来

訪をお待ちいたしております。

会員の皆様の投稿はもちろ

ん，本誌へのご意見.ご要
望など随時受け付け中／

〒102東京都千代田区六番町7

肋日本林業技術協会編集部
a03-3261-6968FO3-3265-6707

どしどしお寄せください／

篝
篝
駕
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？|擬徳誰等畷琴瀧彊緑 瞳零＝ 植物群落レッドデータ。ブック

近年,IM界的規換で野生生物の絶滅が進んでおり，

大きな地球環境問題となっている。種の絶滅を防ぎ

生物多様性を保全する第一歩として，絶滅の危磯に

ある生物種のリストアップが進められ,IUCN(国

際自然保謹連盟）ではすでに世界的に見て絶滅のお

それのある生物極をリスl､アップしているが，これ

に準じて世界各国では国内規模や地球規模でのリス

トを作成している。このような絶滅のおそれのある

生物種をリスl､アップした出版物を一般に，レッド

データ・ブックと呼んでいる。

わが国でもすでに植物種のレッドデータ・ブック

(日本I:I然保護協会他：我が剛における保潅上亜要

な植物種の現状,1989)がまとめられており，また

隙境庁による動物種のレッドデータ・ブック（1991,

1992）も作成されている。これらは櫛の保護のため

の条約，法律，政策などの基礎資料として広く活用

されている。わが国の植物砿のレッドデータ・ブッ

クによれば,野生極の約17％にあたる895種が絶滅

の危機にさらされているとされ，極の保謹の緊急性

が訴えられている。

野外の自然での樋の絶滅は，そのほとんどが生育

環境としての群落や生態系の消滅とかかわっている。

種の保護には,遺伝子や極のレベルでの対策だけで

なく，さまざまな生物群集や環境を含めた生態系と

しての保護対策が最も亜要である。

この観点から，わが国でも保謹を必要とする群落

の全国調査が進められ，植物群落のレッドデータ．

ブック（日本自然保護協会他,1996)がまとめられ

た。これによると均質な「単一群落」だけでなく，

複数の群落を組み合わせた「群落複合」をも対象と

して,何らかの保護を必要とする群落は7292件にも

上った。このうち，群落の壊滅を防ぐための緊急対

策を必要とするものは300件，現状の悪化を防ぐ何

らかの対策を必要とするもの約300()件となってい

る。これらの早急な対策を必要とする群落としては，

森林では暖帯常緑広葉高木林をはじめ温帯落葉広葉

高木林，温帯針葉樹林，海岸低木林などが多く挙が

っている。

群落にインパクトを与える要陞Iとしては，植物種

の場合と同じく，「人の立ち入り｣が最も大きく，「農

林業開発｣｢自然災害｣｢道路開発｣｢汚染物質の投棄・

排出」などが挙げられ，｜淵発や都市化が強く影群し
ている。なお，選定された群落の多くは保謹のため

の法的規制を受けているが，保謹の実効は必ずしも

上がっていないので，今後の改善力測1待されている。

今後の問題としては，学術的に貴堕な群落・生態

系の保全とともに，都市化によって急速に消滅しつ

つある二次的自然の保全対策を急ぐ必要性が提言さ

れている。

（日本林業技術協会技術指導役・蜂屋欣二）

I文献］日本自然保護協会・世界自然保護基金日本委員
会：植物群落レッドデータ･ブック(わが国にお
ける緊急な保護を必要とする植物群落の現状と
対簸)、アポック社出版肘,1996

◆先月号の本棚では,｢クローナルブオレストリー」について解説しています。
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レ
ス
ト
は
単
に
森
林
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
王

の
狩
猟
の
た
め
に
指
定
さ
れ
た
山
野
を
表
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
王
や
貴
族
た
ち
の
狩
猟

用
の
鹿
を
守
る
た
め
に
、
指
定
さ
れ
た
広
大
な
フ
ォ

レ
ス
ト
に
イ
ギ
リ
ス
人
は
立
入
禁
止
、
そ
し
て
鹿
な

ど
を
捕
る
も
の
は
極
刑
と
い
う
厳
し
い
厳
罰
主
義
が

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
に
大
変
な
憎
悪
や
反
感
を
募
ら
さ

せ
た
。
こ
の
法
の
実
際
の
執
行
者
は
代
官
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
、
民
衆
の
憎
悪
の
対
象
は
も
っ
ぱ
ら

代
官
に
向
け
ら
れ
る
。

こ
う
い
う
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
に
と
っ
て
苛
酷
な
ノ

こ
う
ぜ
ん

ル
マ
ン
人
の
法
や
政
治
に
対
し
、
昂
然
と
抵
抗
を
試

み
、
戦
い
を
挑
ん
で
森
に
立
て
こ
も
っ
た
ア
ウ
ト
ロ

ー
が
民
衆
の
絶
大
な
支
持
と
人
気
を
得
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
ア
ウ
ト
ロ
ー
を
讃
美
す

Insummerwhenthewoodsal･e

bright

Andleavesbelargeandlong,

Itisfullmerryinfairfol･est

Toheal･thesmallbirds'song.

夏が来て森が明るく

木の葉が大きくなると
美しい森に小鳥の歌が
きこえて本当に楽しい

ItbefellatWhitsuntide

EarlyinaMaymorning

Thesunupfairbegantoshine

Andmerrilybil･dstosing.

時は聖霊降臨祭

五月の朝早く
日は照り輝き小鳥は
楽しく歌い出す

る
バ
ラ
ッ
ド
が
た
く
さ
ん
作
ら
れ
、
民
衆
の
中
に
浸

透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
の
一
つ
が
ロ
ビ

ン
・
フ
ッ
ド
伝
説
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
の
バ
ラ
ッ
ド
は
、
み
な
こ
の
よ

う
に
「
夏
が
来
て
…
…
」
と
始
ま
る
。
中
世
の
英
語

に
は
、
春
と
秋
を
表
す
言
葉
が
な
い
の
だ
。
暗
く
て

寒
い
半
分
が
冬
で
、
明
る
く
て
暖
か
い
半
分
が
夏
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
「
夏
が
来
て
」
と
い
う
の
は
四
月

の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
五
月
の
初
め
ご
ろ
を
指
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
の
意
味
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、

緑
衣
を
身
に
ま
と
っ
た
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
と
そ
の
仲

間
た
ち
が
立
て
こ
も
っ
た
バ
ー
ン
ズ
デ
ィ
ル
の
森
や
、

有
名
な
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
の
森
を
は
じ
め
と
し
て
、
ロ

ビ
ン
・
フ
ッ
ド
の
世
界
は
緑
一
色
の
世
界
だ
。
緑

調
で
表
さ
れ
る
世
界
は
、
自
由
と
生
命
力
を
象
徴
し

木
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
の
（

陰轤
ラ
ッ
ド
で
は
春
と
夏
以
外
の
季
節
は
歌
わ
れ
る
こ

くも
と
が
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。

力が
暗
く
て
寒
い
冬
が
過
ぎ
る
と
英
国
は
美
し
い
緑

壱
と
花
の
季
節
を
迎
え
る
。
昔
か
ら
ど
の
村
で
も
五

ノ師
月
一
日
に
は
五
月
祭
が
行
わ
れ
て
き
た
。
自
然
の

”
生
命
の
復
活
を
讃
え
る
祝
祭
だ
。
村
の
広
場
に
は

ン
メ
イ
ポ
ー
ル
（
五
月
柱
）
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
周

ビロ
リ
で
村
人
が
老
若
男
女
踊
り
続
け
る
。
こ
の
五
月

つ
か
さ

祭
を
司
ど
る
人
物
が
「
五
月
祭
の
王
」
や
「
夏
の
王
」

と
呼
ば
れ
る
。

や
が
て
、
こ
の
五
月
祭
の
王
に
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド

が
祭
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
こ
と
は
自
然
の
成
り
行
き

だ
っ
た
。
こ
の
メ
イ
ポ
ー
ル
の
立
て
ら
れ
た
村
の
広

場
で
、
無
言
劇
の
よ
う
な
も
の
や
、
弓
の
試
合
が
行

わ
れ
た
。
弓
の
名
手
で
あ
っ
た
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
が
、

悪
代
官
や
強
欲
な
僧
侶
た
ち
を
や
っ
つ
け
る
と
い
う

筋
書
の
民
衆
劇
に
村
人
た
ち
は
や
ん
や
の
喝
采
を
送

っ
た
も
の
だ
。

安
田
喜
憲
さ
ん
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
『
森
の

こ
こ
ろ
と
文
明
』
や
、
ち
く
ま
新
書
の
『
森
と
文
明

の
物
語
』
に
よ
れ
ば
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
の
舞
台
と

な
っ
た
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
の
森
か
ら
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て

い
な
い
北
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
ナ
ー
ス
ギ
ル
ウ
ッ
ド
の

花
粉
分
析
の
結
果
、
十
世
紀
ご
ろ
ま
で
は
樹
木
の
花

粉
が
六
○
～
七
○
％
を
占
め
て
い
た
が
、
十
二
～
十

三
世
紀
以
降
、
樹
木
の
花
粉
が
減
少
し
、
草
の
花
粉

が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。
原
因
は
森
の
破
壊
が
始

ま
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
ロ
ビ
ン
・
フ

ッ
ド
の
時
代
に
森
林
の
破
壊
が
始
ま
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
今
日
に
至
る
ま
で
、
英
国
人
の
ロ
ビ
ン
・
フ

ッ
ド
に
寄
せ
る
並
々
な
ら
ぬ
思
い
入
れ
の
中
に
は
、

失
っ
て
し
ま
っ
た
森
へ
の
強
い
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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林
望
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
集
『
イ
ギ
リ
ス
は
お
い
し

い
』
は
、
か
っ
て
〃
洛
陽
の
紙
価
を
薇
め
た
″
本
だ
。

イ
ギ
リ
ス
料
理
が
お
い
し
い
か
ど
う
か
は
、
な
に
ぶ

ん
主
観
的
な
問
題
な
の
で
『
判
断
に
苦
し
む
と
こ
ろ

だ
が
、
東
京
の
中
目
黒
に
イ
ギ
リ
ス
料
理
専
門
の
店

が
あ
る
。
英
国
人
夫
妻
が
開
い
て
い
る
そ
の
店
の
名

前
は
１
０
６
６
、
テ
ン
・
シ
ッ
ク
ス
テ
ィ
シ
ッ
ク
ス

と
読
む
の
だ
。
こ
の
店
名
を
聞
い
て
、
即
座
に
英
国

の
歴
史
上
最
も
重
要
な
年
で
あ
る
と
わ
か
る
方
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
英
国
通
と
い
え
よ
う
。
英
国
は
西
暦

一
○
六
六
年
に
、
北
フ
ラ
ン
ス
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に

侵
略
さ
れ
、
征
服
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

一
○
六
六
年
と
い
え
ば
屈
辱
の
年
、
日
本
で
い
っ

た
ら
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
と
も
い
え
る
の
だ
ろ

う
が
、
そ
の
日
付
を
レ
ス
ト
ラ
ン
の
店
名
に
す
る
発

想
は
、
我
々
に
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ち

な
み
に
、
林
さ
ん
が
英
国
で
し
ば
ら
く
下
宿
さ
れ
た

獄
灘
繍
鰄

？
”
砺
饗
〆
、
メ
‘
，
忠
ら
い
〃
，

坐
り
．
、
硯
・
・
Ｊ
乳
・
則
叔
・
‐
弔

一
』

鰭
．
犀
．
・
鶚
摩
》
、
／
蔦
城

切
々
‘
ぷ
吟
，

』
：
当
蛾
画
報

鑑
潅
・

辮
狩
幽
燃
ゞ
蕊
蛎
《

。
■
Ｌ
■
。
１
日

職
》
式
．
鞘
掠
潴

瑞
浄
・
』
搾
溌
．
ｆ

凸
■
唖
一

聴
那
式
、
稲
常
惚

童
話
作
家
・
ボ
ス
ト
ン
夫
人
の
家
は
、
な
ん
と
二

二
○
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

あ
る
年
の
新
緑
の
こ
ろ
、
そ
の
１
０
６
６
の
店
に

行
っ
て
み
た
。
い
か
に
も
英
国
の
田
舎
に
あ
り
そ
う

な
質
朴
な
店
に
入
る
や
否
や
、
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
の
森

に
ね
ぐ
ら
を
構
え
る
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
と
そ
の
仲
間

こ
や
つ
し
よ
ご
つ

た
ち
の
緑
衣
が
目
の
前
に
浮
か
び
、
彼
ら
の
供
笑
が

聞
こ
え
る
思
い
が
し
た
。

ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
の
バ
ラ
ッ
ド
（
素
朴
な
民
間
伝

承
の
物
語
詩
）
や
冒
険
談
が
生
ま
れ
る
起
因
に
な
っ

た
の
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
一
○
六
六
年
の
国
毒
、

》
ご
》
望
ミ
〔
ご
墓
ミ
ミ
恩
と
呼
ば
れ
る
、
ウ
ィ
リ
ア
ム

征
服
王
に
率
い
ら
れ
た
ノ
ル
マ
ン
人
に
よ
る
英
国
征

服
な
の
で
あ
る
。
ノ
ル
マ
ン
人
は
こ
の
島
国
に
大
変

な
破
壊
を
も
た
ら
し
、
数
多
く
の
村
が
荒
廃
し
て
し

ま
う
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
貴
族
の
ほ
と
ん
ど
が
投
獄

さ
れ
た
り
、
殺
さ
れ
た
り
、
土
地
を
没
収
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

ノ
ル
マ
ン
人
は
自
分
た
ち
の
言
葉
を
持
ち
込
ん
で
、

公
用
語
に
は
英
語
を
使
わ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、

法
律
や
習
慣
を
苛
酷
な
ま
で
に
押
し
つ
け
た
の
で
、

当
然
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
激
し
い
憎
し
み
や
反
感
を

か
つ
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
英
語
の
単
語
の
中
に
、

こ
の
ノ
ル
マ
ン
征
服
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
フ
ラ

ン
ス
語
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

「
彼
は
鹿
を
愛
し
た
、
ま
る
で
鹿
の
父
親
の
よ
う

に
」
と
中
世
の
『
ピ
ー
タ
ー
・
バ
ロ
年
代
記
』
に
書

か
れ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
征
服
王
の
狩
り
に
か
け
る
情
熱

は
尋
常
な
も
の
で
は
な
く
、
目
ぼ
し
い
森
林
の
す
べ

て
を
「
フ
ォ
レ
ス
ト
」
に
指
定
し
、
フ
ォ
レ
ス
ト
・

ロ
－
（
御
猟
林
法
）
を
施
行
す
る
。
こ
こ
で
の
フ
ォ

フリードリッヒ選帝侯の鹿狩りのようす(1529）
（ウィーン美術史美術館・絵はがき）
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や
」
伐
叱

雑
だ
し
、
お
茶
も
お
い
し
い
よ
ね
」
と
応
え
て
お
け

ば
、
通
の
ブ
リ
が
で
き
ま
す
。

ジ
ュ
リ
ア
さ
ん
に
は
、
年
に
三
日
間
し
か
公
開
し

て
い
な
い
か
ら
と
、
ブ
ラ
イ
ト
ン
近
郊
の
お
庭
を
見

に
誘
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
（
写
真
①
）
。
こ
れ

が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ガ
ー
デ
ン
・
ス
キ
ー
ム
と
い
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
仕
組
み
で
、
「
個
人
が
お
庭
を
公
開

し
て
入
場
料
を
集
め
、
慈
善
事
業
に
寄
付
す
る
」
と

い
う
も
の
で
す
。
た
か
が
お
庭
と
思
っ
て
い
た
ら
、

平
面
図
に
は
絶
対
落
と
せ
な
い
よ
う
な
空
間
構
成
を

さ
ま
ざ
ま
に
咲
き
誇
る
花
々
で
見
せ
、
ほ
ん
の
三
坪

ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス
に
針
葉
樹
を
植
え
込
ん
で
、
彩
り

の
異
な
る
葉
で
一
幅
の
絵
の
よ
う
に
ま
と
め
、
ご
主

人
夫
婦
が
に
こ
や
か
に
お
茶
を
振
る
舞
う
と
い
う

「
お
庭
」
な
の
で

の
が

》
》
い
識

す
。
ジ
ュ
リ
ア
さ
寅
蕊
一

万
毎
コ
シ
毎
月
ご
閏
弓
邑

了
さ
・
韓
昌
芒
塁
の
為
》

ん
は
声
を
潜
め
て
一
ク
請

櫓
息
己
誹
鍬

「
こ
こ
の
草
花
は
“
率

全
部
毎
年
植
え
替
Ｉ
：
Ｉ
１
Ｉ
ｉ
ｌ
識

一
言

え
て
あ
る
、
す
ご
一

い
出
費
よ
ぉ
」
と
一

教
え
て
く
れ
る

し
。
英
国
人
の
庭
一

い
じ
り
文
化
は
な
一
ｌ
・
』
一
卜

か
な
か
の
域
に
達
一
鰯
一
鬮
犀
雨
》
醤
一
軍
一
斗
お

し
て
い
る
と
い
え
一
一
一
》
一
洋
琴
一
一
一
》
》
》
一
》
《
や

土
守
し
よ
、
フ
０

写真②フェアトレ

パンフレッ

付いている

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
（
公
正
貿
易
）
チ
ョ
コ

日
本
で
は
英
国
文
化
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
あ

ま
り
な
い
よ
う
で
す
が
、
英
国
に
お
け
る
「
貿
易
は

不
公
正
に
な
り
や
す
い
」
と
い
う
意
識
は
か
な
り
濃

密
で
す
。
一
般
の
ス
ー
パ
ー
で
も
コ
ー
ヒ
ー
や
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
棚
に
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
（
豆
の
生
産

者
に
妥
当
な
利
益
を
あ
る
程
度
の
長
期
契
約
で
保
証

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
輸
入
品
）
の
商
品
（
写

真
②
、
③
）
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
オ
ッ

ク
ス
フ
ァ
ム
等
が
中
心
と
な
っ
て
一
九
九
○
年
代
に

入
っ
て
か
ら
創
始
し
た
も
の
で
す
が
、
オ
ッ
ク
ス

フ
ァ
ム
が
英
国
内
に
約
八
四
○
の
店
舗
を
持
つ
巨
大

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

す
で
に
英
国
文
化
の
一
部
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

日
本
に
も
お
店
の
あ
る
世
界
的
な
化
粧

品
店
チ
ェ
ー
ン
の
「
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
」

は
英
国
の
ブ
ラ
イ
ト
ン
が
発
祥
の
地
で
す

が
、
「
動
物
実
験
反
対
」
と
「
援
助
で
は
な

く
、
貿
易
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ
、
現
地

－

|ゞIIWWI#¥謹臺llll識
1塁舅

9負一旬函一封印＝~七一コ－｡

学…冒三陣曼
i腿娠熊瓶I

》
》

剛
‐

℃
一
Ｓｎ

ｌ
Ｃ唾
醒
眠
綱
地
図
屋

鱒
乏
吾
挙
句
一
盤

写真③フェアトレード･チョコレー

ト（マヤ･ゴールド）の包み
紙｡裏面にもフェアトレード

についてやたら細かい説明

が書かれている。もちろん，
有機栽培

の
客
層
は
中
・
高
校
生
く
ら
い
の
女
の
子
が
お
小
遣

い
を
持
っ
て
く
る
と
い
っ
た
感
じ
で
、
日
本
で
の
無

印
良
品
の
お
店
の
客
層
に
近
い
よ
う
で
す
。
こ
の
ボ

デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
も
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
は
敏
感
で
、

工
場
見
学
に
行
く
と
『
ブ
ラ
ジ
ル
ナ
ッ
ッ
の
工
場
を

現
地
で
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
ま
す
」
と
実
物
大
の
模

型
で
展
示
し
て
い
た
り
し
ま
す
。

英
国
に
お
い
て
森
林
経
営
認
証
や
木
材
ラ
ベ
リ
ン

グ
の
実
施
が
進
ん
で
い
る
背
景
を
考
え
て
み
る
と
、

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
へ
の
感
受
性
が
貿
易
全
般
に
あ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
古
い
住

宅
は
き
ち
ん
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
と
価
値
が
高
ま

る
こ
と
（
地
震
は
な
い
）
や
、
こ
の
た
め
に
、
冒
言

が
盛
ん
で
個
人
に
よ
る
製
材
・
木
材
製
品
の
購
入
が

け
つ
こ
う
多
い
こ
と
、
失
業
率
が
特
に
若
年
層
で
高

い
一
方
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
社
会
的
評
価

が
高
い
た
め
、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
活
発

な
こ
と
、
歴
史
的
に
大
規
模
林
地
所
有
は
貴
族
に
独

占
さ
れ
て
い
た
た
め
、
林
業
（
特
に
造
林
）
に
つ
い

て
の
知
識
は
一
般
に
乏
し
い
こ
と
な
ど
が
思
い
浮
か

び
ま
す
。お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
、
英
国
留
学
で
の
見
聞
に
つ
い
て
、
パ

ブ
（
居
酒
屋
）
で
語
る
よ
う
に
つ
づ
っ
て
き
た
つ
も

り
で
す
が
、
さ
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
ビ
タ
ー
ビ
ー
ル
（
ぬ
る
め
に
冷
や
し
て
出
さ
れ
る
）

の
香
り
は
お
楽
し
み
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

林業技術No.6621997.5
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渡辺達也林野lf脂導梛研究辨及洲
一

!■ ■
一

チ
ェ
ン
バ
ー
ス
博
士
の
ク
イ
ズ

前
回
ち
ら
っ
と
ご
紹
介
し
た
参
加

型
地
域
評
価
（
勺
罰
シ
）
の
大
御
所
、

サ
セ
ッ
ク
ス
大
学
開
発
研
究
所

角
口
の
）
の
ロ
バ
ー
ト
・
チ
ェ
ン
バ
ー

ス
博
士
の
２
日
間
の
演
習
は
、
「
お
母

さ
ん
に
久
し
ぶ
り
に
電
話
し
た
ら
、

こ
の
ご
ろ
何
を
や
っ
て
い
る
か
と
尋

ね
ら
れ
た
ん
で
、
教
え
て
る
よ

倉
８
９
日
巴
と
答
え
た
の
に
、
お

説
教
（
布
教
も
］
●
①
四
号
ヨ
鰹
し
て
い

る
の
か
い
と
言
わ
れ
ち
ゃ
っ
た
」
と

い
う
ジ
ョ
ー
ク
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
博
士
は
こ
の
演
習
の
数
日
前
ま

で
、
ケ
ニ
ア
で
三
○
○
人
、
イ
ン
ド

で
五
○
○
人
を
相
手
に
演
習
を
行
っ

て
き
た
ば
か
り
だ
っ
た
そ
う
で
、

勺
海
津
が
先
進
国
の
援
助
機
関
だ
け

で
は
な
く
、
途
上
国
の
政
府
に
も
利

用
さ
れ
て
い
る
手
法
な
の
だ
と
納
得

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
博
士
は
、
冠
詞
シ
を
実
際
に

行
う
場
合
に
現
地
で
最
初
に
必
ず
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
か

と
学
生
に
間
う
て
（
結
局
、
正
解
者

な
し
だ
っ
た
）
、
そ
の
答
え
を
強
調
し

て
い
ま
し
た
。
「
私
は
ど
こ
か
ら
来
た

と
極
め
て
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
繰
り
返

し
行
う
と
そ
の
地
域

の
エ
リ
ー
ト
を
固
定

し
て
育
て
る
こ
と
に

な
る
こ
と
」
だ
そ
う

で
す
。勺
”
シ
の
演
習
の

後
半
に
は
、
英
国
は

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

農
村
の
村
お
こ
し
に

何
者
で
、
何
が
で
き
る
か
」
を
は
っ

き
り
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
」
。

ち
な
み
に
、
筆
者
の
論
文
指
導

教
官
で
あ
る
ジ
ョ
ッ
ク
・
ス
テ
ィ

ラ
ッ
ト
博
士
は
演
習
の
噂
を
聞
き

つ
け
る
と
、
論
文
指
導
の
最
中
に

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
甸
罰
シ
に
つ

い
て
気
を
つ
け
る
べ
き
こ
と
を
間

う
て
き
ま
し
た
。
筆
者
は
自
信
を

持
っ
た
答
え
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ス
テ
ィ
ラ
ッ

ト
博
士
に
よ
れ
ば
、
「
極
め
て
有
効

な
手
法
で
は
あ
る
が
、
一
度
に
適

用
で
き
る
集
団
（
地
域
共
同
体
）

の
構
成
人
数
は
せ
い
ぜ
い
数
十
人

弔
詞
シ
を
使
っ
た
事
例
の
報
告
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
た

刺
激
的
な
話
題
提
供
だ
っ
た
の
で
す
が
、
実
践
の
経

験
の
な
い
筆
者
と
し
て
は
、
宅
罰
シ
に
つ
い
て
は
こ
の

程
度
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ジ
ュ
リ
ア
さ
ん
と
「
お
庭
』

実
践
と
い
え
ば
、
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
研
究
所
で

秘
書
を
し
て
い
た
ジ
ュ
リ
ア
・
テ
ィ
ン
グ
ル
さ
ん
は

ｅ
」
ｑ
《
〃

庭
い
じ
り
の
趣
味
が
昂
じ
て
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
（
植

物
園
）
の
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
長
く
務
め
て
い
た

と
か
で
、
コ
ー
ス
の
留
学
生
を
見
学
に
誘
っ
て
く
れ

た
り
し
ま
し
た
。
キ
ュ
ー
と
い
え
ば
ロ
ン
ド
ン
近
郊

の
大
き
な
植
物
園
で
す
が
、
ジ
ュ
リ
ア
さ
ん
が
通
っ

て
い
た
の
は
ウ
ェ
イ
ク
ハ
ー
ス
ト
の
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ

ン
（
ロ
ン
ド
ン
と
同
格
で
支
園
で
は
な
い
）
で
、
こ

ち
ら
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
南
に
下
っ
て
ブ
ラ
イ
ト
ン
に

い

向
か
う
途
中
に
あ
り
ま
す
。
天
然
の
丘
陵
を
活
か
し
、

写真①「お庭」の片隅のテーブルにてジュリァさ
んと。カラーでないのが残念

一
日
で
は
回
り
き
れ
な

い
広
大
な
敷
地
に
は
、

三
○
○
年
前
に
建
設
さ

れ
た
地
方
領
主
の
館

（
庭
付
き
）
を
利
用
し

た
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
キ
ュ
ー
と
聞
い
た

ら
、
「
ウ
ェ
イ
ク
ハ
ー
ス

ト
の
ほ
う
が
地
形
が
複

林業技術No.6621997.5
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発想のうちはよかった。「一本,二
|大村寛の5時からセミナー5本は而倒だから一山伐るか｣とか，

「お金が余っているうちに安い外

国で全山買いIliめておくか｣,とな

ると問題であろう。このような楽

木，林，森天的?商行為が､気候変鋤まで影
稗を及ぼしたのではないか。木に

対する材illiへの個人的な関心から

始まり，それがスケールにおいて

I17世紀から今日まで,西洋の風だが，森にかかる朝霧のようすな行きすぎたこと，森の果たす地球
I景画に登場する森は，メインテーど，全体からは静寂さと森の霊気的な潔境保全機能に気づいたこと
Iマの引き立て役にすぎない。遠景が感じられる。これは騒然としたなど，裏腹の事象のように思われ
Iとして浅黒い緑で描かれるため，都会文明に対するアンチテーゼでる。
|森の形態は不明瞭である。明治初なかろうか。一般に視座（スケール）によっ
1期に川上冬崖の描いた“樹木図”絵画の中で，木から森へのゾーて，見える範囲や見え方が異なる。

Iが信濃美術館に残されている。樹ン区分が明瞭なのは．唐代に始ま部分と全体の形態的な相似性を表
|木図には,赤っぽい土から屹立(きる中国の山水図であろう。そこにすのにフラクタル次元という尺度
1つりつ）した一本の太いシイと，見られる木は，縦に長い紙の下位が,数学の分野で70年代に提案さ
｛垂れ下がった枝に茂る濃緑の葉，に，人や農家の脇に描かれている。れた･全体をあるスケールで分割
!その涼しげな樹陰がリアルに表現上位には山岳があり，やや下に深したとき，椛成される要素の数は
’されており，森の一隅に入ったよい森が描かれており，近づき難い指数式で表されるが，その指数が
iうな気分が味わえる｡昭和40年代雰囲気がある。上位にある森からフラクタル次元である。これは分

Iになって，山の奥深くにある森を林を経て,下方の人家へ,渓流の水割の仕方を底に，要素数を興数に
I眺望的に描いたのは東山魁夷氏だ。が流下してくる展開になっている。とった対数で求められる。
I作品では，群がるような樹冠に隠「床柱によさそうなヒメシヤラ例えば，森という字は三つの木
’されて一本ごとの木は見えない。だな,一本伐ってやれ｣，といったから柵成されており，兇ようによ

本(本の紹介I
森林野生動物研究会編

森林野生動物の調査
究辛ド必睡

轟林野牛動鋤麹
今園耐壼岳衿盛姓晴毎,-
屍ql

＝G訂し凸

発 行

〒112

一生息数推定法と環境解析一

共立出版株式会社

東京都文京区小日向4-16-19

壷03（3947）2511

1997年2月1日発行B6判,287頁

（本体3,400円十税）

森林の多様性の保存が重視さ

れる中で，森林整備方法の検討

や各種の森林開発に伴うアセス
メントにおいて，野生動物の調

査が必須要件となっている。動
物調査は，従来生息動物種を同
定することを主眼とし，貴重動
物などの生息を確認することが

第一の目的であった。しかし，
保護や管理の方法を検討するた

めには，生息数の正確な把握，
生息環境と生息密度との関連性
の分析，あるいはモニタリング

調査による個体数の推移の追跡

林業技術No.6621997.5

などが知見として不可欠になって

きた。すなわち，今まで保謹か開

発かという両極のみが議論の対象
となっていたことを反省し，科学

的な論拠に基づく判断によって，

許容点・調和点を見いだし，共生

の方法を模索していかなければな

らないという方向の現れでもある。
広大な森林に生息する動物の個

体数を把握することは，対象が林
内を歩き回ることや，同種の動物

でも個体間の識別が難しいなどの

点から，極めて困難なものとされ

てきた。また，最適な森林環境を

模索する方法にしても，生息環境

が極めて複雑であり，多くの要因

によって織成されていることから

分析方法が難しいなど，多くの難

点があった。

本書は，統計学の専門家と森林
や動物の専門家が協力して著した，

野生動物の個体数推定方法と生息

環境と生息実態との関連分析方法
を，科学的かつ実践的に解説した

マニュアルである。統計数理の理

論を根拠にして，長年にわたって

動物調査を行ってきたノウハウが

網羅されている。書かれている統
計理論には高度なもの（推定精度

の計算式など）もあるが，調査事
例が豊寓に示されており，また，

遇かな経験に基づいた要点が明示

されていることから，統計理論を

十分に理解していなくても，正し

い調査を可能とするように編集さ

れている。

したがって，本諜に識かれてい

る注意点を忠実に守りながら調査

を実行していけば，それなりの成

果を期待できるものであろう。
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つては,全体も木というような｜
形態を成している。一つの字をI
上下，左右に二分すれば，三つI
の要素から成り立つ。対数の底

を2とし,真数を3とすると,I
木と森の字に関するフラクタル｜
次元は158となる｡森を立体的｜
に表現しようとした古代中国人｜
の発想に感心する次第である。I
森は幾つかの群落から成り,I
群落は種を同じくする多くの木I
から成る。木の幹からは何本かI
の枝が伸び,枝先に多くの葉がI
つく。葉には葉脈が走る。森のI

生存に必要な物質がこの順にほ｜
ぼ一定の比率で配分されていくI
と仮定すると，樹木の生長や，｜
森の構成をモデル表現するのにI
フラクタル概念が利用できそう｛
である。

“木を見て，森を見ず"・新た1
に種々 の意味を持って，今後も｜
問われるテーマでなかろうか。i

（九州大学農学部林学科教授）I
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＆
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行われた。111火事に見舞われる

という不幸も重なり，またもや

山は荒廃した。その結果，訪れ

たのは度重なる深刻な水不足で

あった。山の中に住みながら水

に悩まされた共有者たちは，そ

の後水源林造成事業等により復

旧が進められる中で，あらため

て「山を再び荒らすまじ」と決

意し，その証しとして「永久に

存続する模範林」を設けること

を申し合わせた。その模範林が

｢永遠の森」なのである。

この森はヒノキとスギを混植

した人工林で，300年の長伐期

をとる非皆伐複層林施業を目指

した管理がなされている。現地

を訪問したとき，水が不足して

いるから水田ができず，リンゴ

作に頼らざるをえないという住

民の切実な声を何度となく耳に

した。山に水を求める。その｢水

がほしい｣住民の熱意が，「永遠

の森」の長伐期非皆伐施業を支

えているのである。

（筒井辿夫）

長野県松本市の西に接する南

安曇郡三郷村に，「永遠の森｣と

名づけられた5haの小さな森が

ある。北沢山林組合の所有林で，

もとは三郷村，堀金村，豊科町

の共有入会林だった山である。

明治31年から42年にかけて水

源かん菱保安林に編入された。

この地は日本アルプスの前山，

鋸冠山，黒江山の麓，標高

840～1725mの位置にあり，昔

から水の乏しかった場所で，森

林を大切に育ててきた。しかし

明治初年の激動期に，全山はげ

山になるくらいに乱伐が繰り返

され，ために山は荒廃した。荒

廃したころ水不足で豚1つた共有

林利用者たちは，二度と森林を

荒らすまいと誓い，復旧を目的

に保安林に編入することを承諾

したという。

その後,昭和10年に施業案を

編成して計画的な管理経営に着

手したが，間もなく長い戦争期

に入り，戦争中と戦後の復興期

には乱伐に等しい強度な伐採が

本書は，第1編で生息数推定

のノウハウが示されており，第
II編で生息環境と生息密度など

の関連解析の方法力書かれてい

る。

第1編の冒頭では生息数推定

の種々の方法が紹介され，それ
ぞれの方法の統計学的な論拠が

展開され，理論的枠組みが固め
られており，それ以下に多くの

実践的事例が示されている。実

際に調査を行う場合にどの方法

を採用することが最善かという

点については，条件に合った方

法が選択できるように詳細な解

説が加えられている。

第II編の環境解析では，数量

化法を主とした多くの解析手法

が紹介されており，解析結果を

評価し，判断の資料にする方法

が解説されている。

最後に，あくまでもデータに

基づく判断を尊重しようとする

編者の思想が本書には現れてお

り，敬意を表するものである。

（日本林業技術協会／白井彰）

１
１
１
１

休業技術No.66219W5



I()

グリーシ
ワ．リーシ

新潟県支部

｢木造公共施設

コンクール」
新潟県林政課では，木材利用推

進対策の一環として平成6年度か

ら木造施設コンクールを実施して

います。1回目は一般住宅，2回

目は宿泊施設，3回目の8年度は

公共施設というように毎年テーマ

を決めて作品を募集し，新潟県林

業改良協会発行の「林業新潟」誌

上での人気投票結果を加味して審

査するという形で行ってきました。

8年度の「木造公共施設コンク

ール」について紹介します。

「市町村力ざ平成3年以降に建設

した木造公共施設」という条件で

募集した中から，コンクール選考

委員会において26点を優秀賞と

して選定，これを「林業新潟」の

カラー版特別コーナーとして掲戦

し，添付のハガキで人気投票して

もらうというものですc26点の内

訳は，学校6，宿泊施設5，保育

所4などでした。

人気投票総数は1,686で，集計

の結果，大和町の後山小学校が第

1位となり，審査結果

でも最優秀賞を受賞し

＝
－

育所は木造にしてほしいと考えて

いることがわかります。

寄せられた意見の中には「子供

のときから木のぬくもりに触れさ

鼻一
一

ました。なお，投票用

紙に「ぜひ木造にして

ほしい公共施設は？」

というアンケート柵を

設けたところ，表のよ

うな結果となりました。

約半数の人が学校や保 大和町立後山小学校

一

木造住宅コスト
霞議灘溌塞識欝議顛撚蕊9

木造住宅の建設コストを側)経済

調査会r積算資料ポケット版96後

期編」により試算してみると，図

のように，2,600万円の木造住宅

における木材費の占める比率は

15.5％となる。これに大_I二労務費

等を加えた木工事の費用は，全体

の3割程度（31.9％）となる。

一般に，木造住宅については木

材費が相当かかっていると思われ

ているが，その比率は意外と小さ

く，かえって木工事以外の工事費

の占める比率が高いことがわかる

(なお，各種工事には，設備工事,

仕上げ工事建具工事等が含まれ，

別途工事には,造園工事,外構工事，

冷暖房工事等が含まれている)。

材料費と労務費という区分では，

建築技能者の賃金の上昇に伴い，

労務費の占める比率が増加する傾

木造住宅コストの試算

住宅の概要千門

]0,000 木造2階建（軸組工法
RC基礎

73．82㎡

120.02nf

172.99nf

）造柵

26()39
建築面械
延床而秋
救地面秋

25．000

別途工事
('81%)｜別途エミ
（6.3％)’諸経溌20.00(）

刃
Ｉ

１％９１８

建
築
本
体
工
騏

15.()00

(43.7％） 各種工事

10.000

ー

木

工(319%

事

大工労務饗等(16.4％）

(15.5％）

5．000

］灘0 一

注？財団法人経済調査会｢劉算黄料ポケット版96後期編』を用いてモデル住宅の
概算薇用により試算したもの

林業技術No.6621997.5
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|灘澱ま’|灘熱ま’懸霧森林・林業教育に参加して

昨年12)1,細ﾉ1の小学校の先

生から，5年生のi|会科の授業

｢わたしたちのくらしと森林」

に，特別識師を招きたいとの剛

談を受けた。子供たちに,森林・

林業の現場に鵬わっている人の

生の声を聞かせたいとのこと。

そこで，私は女性林業家のI

さんに特別識師をお願いするこ

とにした。林業家というと，ど

うしてもりj性のイメージが強い。

多感な子供たちに，女性林業家

が，林業の素I1肖らしさ，かけが

えのない森林，これからの森林

づくりでj是供たちに期待するこ

とを，静かに，そして熱く語り

かけたら効果満点との思いから

であった。

当日の授業は，向らの経験を
なた

交え，持参した枝l.1.ちlllの鉈や

スギ，ヒノキの枝を見せながら，

ときおりj名供たちに質問をする

などして，森林・林業に対する

Iさんの思いが|･分に子供たち

に伝わった。授業が終わってか

らもIさんへの質問がひっきり

なしにあったことはj_;うまでも

ない。2j]初旬，風の強い快晴

の日であった。

その後，しばらくして,Iさ

んのところへ授業を受けた子供

たちからの感想文がhliいた。

「林業は大変な仕事ですね」

｢森林のはたらきは本当にすご

い｣｢Iさんのように誇りを持っ

て森林を守っていきたい｣「Iさ

んのところへ行って手伝いた

い」

私は,Iさんが授業の中で語

った次の高梁が忘れられない。

おそらく，子供たちもそうであ

ったろうと思う。

r森林は二度生きます。妓初

は森林そのものとしてです。二

度'1は木材として利月'されてか

らです｣r私のところへ遊びにき

て，森林と友だちになってくだ

さい」

森林・林業に鵬わっている背

は,21世紀が林業家と都市に住

むl'f少年との交流が活発な時代

となるよう心がけ，行勅してい

くことの大切さを考えるべきで

はないだろうか。明日を担う青

少年への森林・林業教育の亜要

州を捕感させられた仕事であっ

た。(S.K)

（この柵は綱災委【lが狸''1しています）

(複数l岡I答単位：％）

せてあげたい｣｢こんな保育所があ

ったら子供たちを通わせたい」と

いったものや,｢I]本の風土に合っ

た木造建築の普及に尽力くださ

い」という励ましの言葉まであり，

このような期待にこたえるために

も，教育関係をはじめとする他部

局への木材利用推進の働きかけを

これからも続けていくことにして

います。

(新潟県林政課木材振興係／高橋博志）

連絡先〒95070新潟市新光町
41TELO25-2855511

向が見られる。また，建築技能者

のうち大工就業者数の推移を|勤勢

調査で見ると，昭和55年の94〃

人から，平成7年には78万人へ

と，ここ15年間で16万人減少し

ており，同時に高齢化も進行して

いる。

このような賃金上昇，技能稀の

減少・高齢化に対応するためにも‘

工法，部材の改善等による現場施

_匠の合理化が求められている。現

に，プレカットの進展が見られ，

パネルエ法，金具工法等の開発等

の動きが高まっている。

木材供給のサイドにおいては，

価格や品質といった供給条件に加

え，現場施工の合理化に資する木

質建築資材の供給に努め，近年の

住宅建築におけるコスト低減等の

要請に的確に対応することが求め

られている。

お
熱
議
簿
》
’

◆林野庁治山課から「保安林100年ニュース」を関係方面に配布…

本年4月111の1吟を皮切りに，林野jj:内・常林吋碧・都道府県

保安林担当部局･治lll関係肘1体等に配ｲii･これまでに｡1号を発行。
1．号当たりA@l紙1～2枚の内容ながら，小呵りのきくホッ|､な

情雑を掲城。今後もjj21iil程度の発行をII術す。閲読希望櫛は|:

記配布先などで。ホームページで「保安林制度」の紹介も。アド
レスは次のとおり。hup://www.w11''.01･.jp/wnn-I/

◆旧・新潟県林業試験場が「新潟県森林研究所」と改称…本年4月
1Hより改称。所在地等は，〒958-02(､ド成l()fi:2川からは，〒

958-0264)新潟ﾘj4料船郡ilﾘ111村鵜波路2249-5．鵜波路はウノ|､ロ

と銃む。公0254-72-1171,FO254-72-0019。

|;{蛾技術N().(i621997.5

学校52

保育所等49

宿泊施設29

公園施設28

福祉施設28

集会場26

図書館23

資料館20

医療施設12

体育施設12

販売施設11

その他1
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⑳大阪市立大学

⑲九州東海大学

⑮九州東海大学農学部農学科

〒869-14熊本県阿蘇郡長1場村･河|湯

'l,EL.09676-7-0611FAX.09676-7-2659

．大学院＝腱学研究科前期課隆（2年）．後期課秘（3

年)。腱学研究科は，腱学専攻･畜産学専攻の2専攻

から成り，腱学専攻は資源作物学・遡伝育種学．閣

笈学・作物保護学・股業経済学の5つの専修分野で

椴成されている。林学|卿係の研究は，巡伝育種学の

専修分野で行われている。

◎学部の研究室等＝鵬学部は膿学科(定員110名),､

産学科（定興80名）から成っている。

腱学部は3つの研究分野,10研究室で構成されて

いる。林学関係の研究分野は，応用植物学研究室で

行われている。主な研究内容は，①咳型分析による

スギの交雑育駆に関する研究，②ヒノキ科樹木の核

形態学的研究，③資源植物の細胞遺伝学的研究とそ

の利用，④景観と生態にかかわる調査研究，などで

ある。

農学科の研究分野と研究室は以下のとおりである。

＊植物生産分野＝作物学・応用植物学・逝伝育種学．

果樹剛芸学・蔬菜花卉l劇芸学の5研究室：環境保全

型腱業の確立。バイオテクノロジーを駆使した新品

種の育成。野菜・花・果樹の生理生態的特性の解明。

＊生物環境分野＝応月1昆虫学・植物病理学・土壌肥料

学の3研究室：同然や艇業環境と調刷した病害虫の

防除技術の確立。土壌の機能と肥沃度などに関する

研究。

＊経済情報分野＝腱業経済学・腱業経営学の2研究

室：流通システムのコンピューターによる計l,t化。

◎関連施設＝組識培錐，遺伝j冬組換え，機器分析等の

実験施設および総合腱学実習センター。

◎推薦入学＝あり。

◎科同等履修生，研究生，聴識生あり。

一開講科目（九州東海大学腰学部磯学科)－

●専門必修科目･農学概論、腱学峨礎ゼミナール，応ﾊl械物学，
作物学，育繩学，疏菜花)'i:剛装学、果樹側芸学．上填学，応川

雌虫学曾械物病理学，腱堆経済学，雌雄経営学，腿学実験，腱
場火脚，農学特別実験実測，外i輔伽跳，卒蕊研究等。●専門選
択科目…･環境緑地学．械物'1鱸学，遡伝学，生物統制学．艇難

気象学，測刑学及び火押，腿業機械学，淡源植物学，熱滞腱
学，腱薬学，腱業上木学，生物工学，学外特別火習等。

⑭大阪市立大学理学部生物学科

〒558大阪市住吉区杉本3-3-138

TEL.06-605-2582(植物生態学研究室）

FAX.06-605-2522

．大学院＝理学研究科は前期|尊士2年課程と後期博士

3年課程の区分制大学院で,10研究室および附属植

物園から成る生物学専攻の定員は前期ル1名,後期5

名である。若干名ながら，留学生と社会人の特別選

抜入試制度がある。また，近々改組が予定され，定

員増力糊待されている。林学関係の研究室として3

名の教員から成る植物生態学研究室がある。

◎学部の講座・研究室等＝理学部は数学，物理，化学，

物質科学，生物，地球の6学科から成り，生物学科

定員は20名である。入試は前期（定員16名）と後

期（4名）の2回に分けて実施されているが，若干

名の推薦入試も近々予定されている。学科の将長と

して．ミクロからマクロまでのI隔広い分野に儲の厚

い研究者を持つことが挙げられる。研究室として，

一般生理学，動物生理学，細胞生物学，植物生理学，

発生生物学，酵素化学，微生物化学，動物社会学，

植物分類学,植物生態学の10研究室がある。4年次

に各研究室に所属し，関連の演習，実験，特別研究

（卒研）を行う。林学関連として植物生態学があり，

大面猿調査区法による森林群集の生物多様性，構造，

機能，動態に関する研究が，奈良県春日山照葉樹林，

タイ国インタノンlll熱帯1I1地林，サラワク低地の熱

帯雨林で行われている。

－開講科目（大阪市立大学理学部生物学科)－

●選択科目（必修科IIはありません)･･髄物生化'､樅，械物生理学

I,植物生班学11,動物生蝿学，細胞機能学，分"1l胞ﾉﾋ物

学．分f遺伝学．発生生物学I.発生生物学1I,酵素化学、微

生物生理学，微生物化学，生物化学I.生物化学Ⅱ、生物化学

実験法，動物社会学，動物生態学，械物分蹴系統学．数蝿唯態

学，植物生態学，生物学特別識養，野外実習．臨海実糾，縣門

生物学実験、専門生物学溌習．特別研究。

＊先月号の本棚では，南九州大学を紹介しています。
＊各大学の状況に応じ．紹介スタイルが変わることがあります。

林業技術No.66219W5



別表①第43回林業技術賞受賞者

管
員 賞受 者 業 績 13

林
業
技

福島県林業試験場緑化保全部長

在原壹志男

福島県におけるマツ材線虫病被害実

態の解明と防除法の開発および普及

松くい虫被害の防除事業推進に寄与

した業績

ぐ
本
賞
は
、
技
術
が
多
分
に
実
地
に
応
用
さ
れ
、
広

く
普
及
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
多
大
の
成
果
を
収
め
、

林
業
技
術
の
向
上
に
貢
献
し
た
と
認
め
ら
れ
る
業
績

に
対
し
、
当
協
会
よ
り
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で
す
。
慎

林業技術賞

静岡県林業技術センター研究主幹

藤下章男
〃

奈良県林業試験場総括研究員

渡辺和夫

㈱かつらぎ産業代表取締役

久保正秀

シイタケの大規模施設園芸栽培に適

した栽培技術の開発とその普及
〃

㈱かつらき産業代表取締役しだ栽培技術の開発とその晋及さ①重呈
れのなさ

久保正秀
ま方審れ

賞元熊本営林局人吉営林署農林水産技官永年にわたり林業機械の改良考案脇蕊
賞井上菫徳に取り組み，残した幾多の業績。受結の

賞果で
が、す

▼当協会では，林業技術の研究推進と若い林業技術者育成のため，大学学部学生を対象と決別。

して，森林・林業に関する論文（政策提言を含む）を募集し，優秀と認められる方々 に対定表慎
して表彰を行っています。慎重な選考の結果，別表②の方々の受徴が決定されました。

林業技術賞

努力賞

永年にわたり林業機械の改良・考案

に取り組み，残した幾多の業績

元熊本営林局人吉営林署農林水産技官

丼上菫徳

●
林
業
技
術
賞
お
よ
び
学
生
林
業
技
術
研
究
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
業
績
の
要
旨
は
、

本
誌
７
月
号
に
掲
載
・
紹
介
の
予
定
で
す
。
な
お
、
各
所
属
は
応
募
時
の
も
の
で
す
。

別表②第8回学生林業技術研究論文コンテスト受賞者

文賞 氏名 大学学部 論

一般市民の森林管理に対する意見と認識の関係

一大阪府でのアンケート調査をもとに一

京都大学農学部

林学科

い堂うI汎‘皇

伊藤敬子林野庁長官賞

杉廃材チップを用いた高温好気法による

食用廃油の生物燃焼処理

鳥取大学農学部

震林総合科学科

ふじたもこお

藤田元夫〃

東京大学農学部

林学科

森林土壌中のC○2濃度及び地表面での

C○傷き出し量の測定

のぐおのり

蜑典野□日本林学会会長賞

奥日光ウラジロモミ林の分布特性と

シカ喰害の現状

日本林業技術協会

理事長賞

宇都宮大学農学部

森林科学科
佳譲藍誉

烏取大学農学部

農林総合科学科

ひｩ＞の上さ主

平野聖子 沿岸海域の保全を考慮した森林政策の考察〃

霧島新床国有林におけるニホンジカの採餌と

モミ，ツガの更新に及ぼす影響

鹿児島大学農学部

生物生産学科

いいだのり色

飯田紀子〃

フく学生林業技術研究論文コンテスト §旬園林協学術研蕊蕊灘織
ぐ来たる21世紀に活躍す

る若手研究者・技術者の育

成にささやかなりとも貢献

すべく，当協会では本助成

に着手しました。第1回の

募集では35件もの応募を

いただきましたが，先般当

協会に設置した学識経験者
により椛成される審査委員

会において慎重な審議を賜

り，別表③の方々への助成
が決定されました。

3第'回算錐鯵議灘霧鶏灘鑿懲韓：
う所属・職名研究課題

北大､手雛欝I鴦蕊薑言駕蛎

表③_‘ざ､__ 別

年齢 所属・職名氏名

塁《易しゅんいら

菊地俊一 北大・助手31

森林地域における積雪の化学的性質

と融雪期の水質形成過程の解明

まこ迄

誠
なかた

中田 39 新潟大・助教授

環境ストレスがマツ材線虫病の進展

に与える影響

あさ“え“いちろう

浅井英一郎 京都大(院）・在学中26

安定したマツ林生態系とは一抵抗

性品種導入に関連して－

休業技術No6621997.5じく患るし,kうた

軸丸祥大 広島県林試・研究員29
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第44回森林｡林業写真コンクール 入選言の発羨

応募作品数429点（カラーの部340,モノクロの部89)について4月8日審査会を開催し，厳正な審査の結果，
次のとおり入選作品を決定いたしました｡入選作品の著作権は(社)日本林業技術協会に帰属し,作品の一部は｢林
業技術」の表紙・誌上に順次掲載いたします。なお，表紙にふさわしい作品を優先させていただきます。

｜カラーの部’

…輔菱1幕■羅蕊蕊蕊駕々 l1偽臓i亀｡;~#::'､:,"'"_-:､{･,i"::､,;;:
生きる

絵馬

防風林のある農家

木のすべり台

ログハウス

樹冠のはじらい

ライチョウの冬仕度

筏下り

未来のぞみ（求郁府城IIII11i)

本間公淳（秋1l叫縦手IIj)

佐藤昭三（北海逆III越伽及万部町）

田渕耕一（問知県禰知市）

東惇治（北海逆旭川'lj)

峯村伸哉（北海瞳旭川IIf)

溝部大司郎(~F災蝸li川IIf)

権神貞夫(#ilim111県11商梛炎浜町）

もりをまもってくれてありがとう／

上原己智也（静|側眼蹴-k常1li)
い●や》

議鰯蕊鑛露瀦:；ごfi…i:1"""*__
杣夫中澤和子（北海瞳旭川lli)

簔議蕊…蕊轆蕊萄建息L■ミ
霜降る竹下繁（兵l1"41'6崎市）

朝景中條均紀（新潟県曇岡市）

穂木採り船見讓（新潟蝋新潟ili)

|モノクロの部
篇碩薫称業設蒲捲芸理事畏賞）

一
一
一
恥

一

特選i(鰹称水産大臣錘）清流伊藤俊一（寓城染古川ili)

樹陰大熊政彦（腿野県飯山ili)

力闇松原栄一（長野県木縛梛IIMII1村）

森林浴赤瀬繁明（熊本雌熊本'li)

緑の少年団柳澤正巖（長野県北佐久柵望)JIIIr)

ヘール・ボップすい星滝沢康幸（艮野県鍾坂11『）

初夏の食欲横田廣隆（綿|剛県l斑方Ili)

柱材，伐った熊谷和広（艮野県佐久'li)

雪山山中清恵（京梛府求郁市）

森のおまつり成田眞（苛森県I鮪li)

謹鐙

冬の杉山 東洋一（兵庫卿ﾘj石市）
ー

一席（林野庁長官賞）

山里鯉 三谷清（来京棚足立Iえ）

二席（日本林業技術協会理事長賞）
吾＝淫一事…

祭りの男 下斗米光円（暢手雌臘岡市）

席（日本林業技術協会理事長賞）
一
一
一

ブ ナ林冬から春へ岩田賢甫（艮野眼長野市）

林道松下功（神奈川県横浜市）

斜里岳を望む柴田一弘（端~l莨県北足立棚iﾉﾄ奈町）

ブナ林を滑る一月山の春スキー伊藤敵（下熊県杣市）

桂作

.まんまちょうだい〃小山知宏（長野県大町'li)

奉納を終えて神尾きい（秋Ⅱ叫樅rIIi)

早春の道下山達夫（群崎県桐生'li)

雪上がりの朝大神田良行(III梨県北部制梛上野朧町）

筏舟が行く榎本定行（愛知県知多市）

晩秋の中尾峠野中精悟（来京部江東Ⅸ）

イカダとジェット船下沢英樹（三砿県南牟婆l1li紀'i訓り.)

紅葉有井寿美男（腱野蝋南佐久肌佐久町）

森林の贋オオタカの営巣伊藤和足（東京梛八1:filj)

五月晴子上金作（静岡県御殿場111)

ー”ﾛ 聾

佳作 ■

’一野宮竺営

森の仲間

冬の貯木場

山の神に祈る

林のスプリンクラー

熊野古道参詣

川口善也（岐皐県多端兇1li)

小泉辰雄（北海進釧路市）

山口茂之（北海通紋別ili)

村松悦郎(IWilMI巣職技ili)

権神貞夫(#11Wkil1"11i筋梛災浜町）

一″M同 一丁-し垂~IFW』厨'4"卿電I岬院尾診"IIJノ｜

青年海外協力隊員募集一
●募集期間：平成9年4月15日～5月31日●募集規模：約140職種，約80()名●応募資格:20歳以上39歳まで
の(平成9年5月31日現在)I:I本国籍を持つ方●応募方法：所定の願脊を協力隊事務局に提出。締切は平成9年5月
31H(消印有効）●募集説明会：募集期間中全国各地で約250回の舞集説明会を|；M催。説明会の会場･日時については

電話でお問い合わせください。問い合わせ先令国際協力事業団青年海外協力隊事務局

〒151束京都渋谷区代々木211新宿マインズタワー6FB035352726160
24時間テレフォン・盆()35352-7272,FAX()353527271(東京）

FAXガイド冠0726-417000,FAXO726-41-7005(大阪）

恥
a093671-6354,i:AXO93-6716368(福岡）

インターネットアドレスhttp://wwwjica,go.jp/111dex-j.html
ﾄム

林業技術X().66219W5
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林業 士養成講習・登録のご案内|平成9年度｡’ (概要）

あなたも専門的林業技術者の資格を取りましょう－
労働大臣指定通信講習社団法人日本林業技術協会

林業技士制度は，社|』法人11本林業技術協会が腱林水確耶務次官依命通達により．専門的林業技術者を
養成し，認定･登録する制度です。林野庁長官の定める林業技士名簿への登録により，『林業技士』の称
号が付与され，専門的林業技術者としての業務に従事することができます。また，養成講習は労働大臣
指定の通信講習として認定され，満40歳以上の雁川保険加入肴が受講料等を[』己負担した場合｢中高年
齢労働者受講奨励金」(1/2助成）を受給できます。

A.養成講習による認定・登録

受講資格：大学，短大･lll商専または挺成研修専攻科の林業に閲する課程を修めて卒業した者，
その他の者で，各慧録部門の業務について学歴に応じ，大卒は7年，短大等は10
年，それ以外は14年の実務経験のある稀。

登録部門：林業経営，森林土木，森林評価，林業機械
※受荊行少数の場合は開講延期になります。

講習内容：4部門のうちl部門を選択し，通信研修とスクーリング研修があります。
①通信研修はリポーI､を31''l提出

②スクーリング研修は，リポートの成纐が所定の基準に達した者について東京で5

1-1間行われ，修r試験があります

登録資格の認定：通信研修・スクーリング研修の修J'試験の成練について「林業技士資格認定委

興会」において群究・認定します（発表は平成10年3月卜旬）

申込期間:6H1I]～71131Hまで(2iilj洲1j有効）

講習期間：①通信研修9～11〃の3力川H1にリポート31111提出

②スクーリング研修(||孫）林業経営H10.1/19～23日

森林評価H9．12/8～12日
森林土木H10.2/2～6日

林業機械H9.12/1～5日

受講料等：①受i洲料一通信研修31,50()ILI,他にテキスl､代約5,400～13,500円(部門によっ
て異なります)，スクーリング研修15,7501｣1②登録料=21,000円

1

n

と

3

4

５
６

7

|B.資格要件による認定･登録

1．次の要件をi,l!Iたす背は,｢|1誠によってi認定・壷鰄できます(IIi,請受i,'抑llW:8/1～9/20)

(1)必要な資絡と実務経験：①林野庁の盤成研修!"門科の林業機械，治IIIまたは土木を修了し，その
部''1の実務維験が10年以|ある荷･…･･林業機械,森林土木部l111,@l級土木施工符理技士で森林

土木の実務経験が10年以上ある者……森林|:木部門,③林業噂l'11技術員としての実務経験が5年
以|あり，かつ，災務綴験が合算して10年以上ある帝……林業機械，林業経営部門

(2)上記(1)に該当し，リポート（課題：機械一間‘|'|能林業機械化，土木一森林土木と環境調査，経
営一森林環境）提111により，鎚成識習修了｜;｢I当と,認められた肴（リポート締切り11/15)

2.審査手数料等：①審査手数料5,250111,他にテキスト代950～3,570円(部門によって異なります）
②登録料21,000門

3.登録資格の認定：前記養成識習修了者とI11時に，委蜘会で涛究・認定

●お問い合せは:(1)社団法人11本林業技術協会林業技士養成邪務局（〒102束京都千代HI区六番町7
丑()3-3261-6638)，(2)各営林(支)局林業技士関係窓、担当者，(3)都道府県林務課また

は林政課等の林業技.l:IMI係窓1~1棚当蒋まで

仲難技術No.6621997.5
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総会ならびに関係行輔を次のとおり開催いたしますので，ご出朧くださいますようご案内申し上げます。

場堺
今
云時 間月H

5月26日（月）

r]
I

I:i林協51階会識室
弘済会館（東京都千
代|Ⅱ区麹l11.5-1)

第43回林業技術コンテス1、
コンテスl､参加者との座談会

9:00～16:30
17?()0~

'二|林協第52回通幣総会
第43Kil林業技術蝋受賞満の表彰
第431ill林業技術コンテスト受賞者の表彰
第81ul学生林業技術研究論文コンテスト

受賞者の表彰
第1ll1lll林協学術研究奨励金対象者の発表
協会永年勤続峨員の表彰
1-1林協支部幹事会
支部幹事等との懇親会

5月27日（火） 13:30～1553()

虎ノI''1パストラル＊
(東京股林年金会館）
東京都港区
虎ノ門4－1－］

a03-3.132-7261

16:00～17:00

17:30～19:00

東京駅一地ド鉄丸ノ内線砿ケI蝋l駅衆り換え|:1比谷線-･神谷Ⅲ｣駅~ド'li徒歩5分〕
*IMI係行事などのお|淵い合わせは本会総務部(a03-3261-5282)までどうぞ。

:I:[交迦

－－－－－－－

三協三会亘の三う三ご三き三 －）（編集部雑記
のIAI心11は行革をめぐる倒有林の動

きでしょうか。研りしも今年は第一・
次森林法ができてから100周年，林
野行政における大きな節I~lの年を迎
え，極めて密度の濃い時間が流れて

いるのを感じます。（平成の玉手箱）

◎林業百科事典編纂事務局が発足

21世紀初頭の発刊を目途とし

て,4月16日付けをもって本会内

に正式に組織化され，事務局長に

照井靖男専務理事があたることと

なった。

C海外出張

』/9～5/7，国際事業部参事田畑
をボリビア国タリハ渓谷住民造

林・侵食防止計画のため同国に派

適した。

』/22～29，小林顧問を台湾林業

視察のため同国に派遣した。
◎研修

4/11，パラグアイ農牧省林野局

Mr.J()seEribeltoAyalaB1･un

ほか1名。「日本の林業・林産業』
研修。

◎技術交流

4/13～26,!P華民国行政院農業

委員会陳仁平ほか1名｡｢国有林野
の経営管理及び木材貿易考察団｣。
◎調査部関係業務

4/21,於岩手県胆沢町，胆沢ダ

ム環境検討第5同委員会を開催し

た。

◎番町クラブ4月例会

4/24,本会にてNTT東京中央健

康管理センター医療技術主任菊地

輩彦氏を講師として『メンタルヘ

ルスケアについて」と題する織

演・質疑を行った。
◎人事異動（4月16H付け）

採用編集部長村岡哲而

同北海道事務所部長折笠照鯲
同主任研究員杉井昭夫

指揮棒クラシックファンならず

とも楽剛員を一本の指揮棒で操る指

揮肴の推麗な姿には，憧れに近いも
のを感じると忠う･が,我々が聴くの

は結果であってリハーサルでの厳し

いやり取りは,想像もできない｡誰で
もが知っている様な名llllであれば、

新しい感勤を呼び起こすなにかを創
り出す苦労は、並大抵のことではあ

るまい。定期刊行物にも同様な1l;が
求められるとす-れば…･･･臓法の指抑

棒が欲しい。（カワラヒワ）

伊集院校長以前会員の広場に林

業とはなんだをいただきました。テ

レビドラマには青春とはなんだがあ

り，続編としてこれが青春だがあっ
たのですが，残念ながらこれが林業

だはまだいただいておりません。と
ころで，（ﾉ喋院校災と1%lいて俳優の

故・西村晃さんを思い出された方は

よほどのこれが青春だ通。脳毛を逆
八の字にして怒り，黄門様以上に嬢
快に笑う。無骨な頑固校長役を好減
していました。（山遊亭Iﾘ1刺）

時間早朝に旱晩に上空に眼を向

けさせた話題のヘール・ボップ彗型

も去り，そして消費税率5％への引

き上げのキオスクでの混乱も収ま

り，そしてペルーの公邸人質邪件も
奇跡的な解決を見て、そして…－．瀞

■番町界隈～｢1林協本館(千代HI区六番町)の玄関機には，ある記念碑がた
てられています。さて，これは何を記念してたてられたもので,何名のお

名前が記されているでしょうか？来協の折りにぜひお試しください。

■平成10年2月2Hより実施r定の,本会の新郵便番号は,102-0085です。

林業技術第662号‘ド成9年5"1011発行

締集発行人三澤毅印刷所株式会社太平社

発行所社'11法人F1本林業技術協会。

〒102束京都千代川区六番IIII7'rEL.()3(3261)5281(代）

振緋00130-8-60448WFFAX.03(3261)5393(代）

RlNGYOGlJUTSU

JAPANFOREST

publishedby

TECHNlCALASSOClATIoN

TOKYOJA印N

〔泌通会岱3,500円・学生会機2,500円・終身会慨(仙人)30,000円〕
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安全､そじご人と自然の赫口を目指して。自然 を目全

巾広い適用害獣
ノウサギ、カモシカ．そしてシカに思避効巣

力懲められた初めての散0iタイプ憩避剤です；

散布が簡単
これまでに鱒､ゾル剤て:シカ､ノウサギの棚

#榔分の皮剥ぎ脳Vにf防散"力端えます。

長い効果
薬液は紫Iil.<!|懸蝿L､降剛による流亡がなく、

食#*I繼脚ﾘIにわたって防11tします。

安全性
ｲi効成分のジラノ､は、職I榊lとして艮年伽ll

されてきた低I制燦向llで叫遡物です。

野生草食獣食害忌避剤
農林水産省登録第17911号

。
－ ｱ■水和剤

〃

〃

販売mS大同商事株式会社製造保土谷アクロス株式会社
本社′〒lO5東京都港区浜松町1丁目10番8号(野田ビル5F)

東京本社03(5470)849I"/大阪06(231)2819/九州092(76I)ll34/札幌OII(563)0317
カタログのごﾙ'i求は､上記1職りrへ窃疑

’

グ

グ

ク

ゲ

タ

’

ク

ク
タ

■野生動物と共存唾上 実用新案登録済

サチユーブキ チヘ ユ ■■■■■

謎 盟

一師

シカ。カモシカ・ウサギ“ネズミ

食害完全防止
経済効果バツクンノ スギ・ヒノキや

その他、広葉樹

などの植栽木に

広く使えます

★下刈り1怪減

★根曲がり防止

★据枝払い不要

★植栽本数の減少

★小苗の植栽可能

★無節の元玉

★誤伐防II:
聯用の支柱及び瑚祉IHI苑の161定用タイ

ラップを仇川しますと簡唯にヘキサチ

ュープを段慨できます
ノ、

、

LMk認臆欝
〒59s大阪府泉佐野市上丸1912
TELO724-68-0776

“X07劃-傭-172I

(斑郁研究所）

〒613廟郁府久111冊久御1I1町伽II閃ノ'-110.1
1'ようアミリーピル2F

，rELO7別-46-1531

1弧XO7刺-46-1535ミニ温室効果による成長促進
螺典は植椛後3年u、チューブの災さ2m

這恥磁尽を野空動栩の莨雪から守る
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あらゆる図形の座標.、職・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同時測定できる外部出力付の一

ラニクスβ
測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け

｜

P

検査済み±0.1%の高精度
ｸ啄蝿はスーパーブラニクスβの隙準タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷時に厳格な検査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでご附入

されたときからすぐ±0.1％の高精度でご使用になれます。
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使いやすさとコストを
’

’

コンビュタフレンドリィなオプションツール
追及して新発売！

16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種割I1

プログラムなどの売笑したスーパープラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ー ﾀ）

や外部出力付→
標準タイプ･…･

プリンタタイフ

¥160000

￥192000

（
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ー
タ
）
登
場
。

’ ’測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

r薑 、
豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高峰スーパーブラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパープラニクスαは、座標、辺長線長、

mi積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、、積）、

角度（2辺長、狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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新刊東北の樹木誌鳥鯉曾にﾂﾛ菫蒸ｶﾗー回遡｜
●定価（本体2,000円十税）〒実費●青森営林局・秋田営林局編集

●東北地方に生育する約500種の樹木の特jl生を、コンパクトにまとめた1冊／

●青森・秋田両営林局が長年にわたって収集した資料に、最新の知見を加味.／

●内容は、科名・和名・学名・雌雄の別等・分布区域・生育場所・注記等からなる／

●取りまとめは、使いやすいB6判・見開き2ページの表形式./

●現場へも携帯しやすい、わが国初の東北地方の「樹木誌」／

平
成
九
年
五
月
十
日
発

昭
和
二
十
六
年
九
月
四
日
第
三
種
郵
便
物
認
諦
（
毎
月
一
回
士
唱
発
行
）
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一

～

私 たちの森林 1，

1

●最新第5版相当の本書は、河原輝彦・駕見

博史・垰田宏3氏による執筆／
●美しい図版160点余を配したビジュアルな
構成／

●森林の働きと社会・地球環境との結びつき
をわかりやすく解説／

●小学生高学年から中学生の児童生徒向け
の記述ながら、家族みんなで読める／

’
、

－ 1L一一一J

●A5判108ページ／カラー
､定価（本体971円十税)．〒実費
●30部以上の場合は、送料は当協会が負
担します。

［ 林
業
技
術

森と木の質問箱
●ずばり、「小学生のための森林教室｣／

●子どもらしいどうして？なぜ？に答えてく

れる小学生向けの楽しい1冊.／

●子ども向けだからとあなどるなかれ、林野

庁監修の内容はしっかり者／

P

第
六
六
二
号

ノ

『可

お求めは､書名･冊数･お名前･連絡先（電話番号を

含む)･お送り先などを明記のうえ下記までどうぞ。

細日本林業技術協会事業部

〒102東京都千代田区六番町7
TELO3-3261-6969FAXO3-3261-3044

ご注文は、FAXまたは郵便をご利用ください。

●B5判64ページ／カラー

●定価（本体602円十税）
〒実費
･30部以上の場合は、送料は
当協会が負担します。

定
価
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大好評の100不思議十1は
▼最新刊

森
の
木
廻
○
○
不
思
議

諜店でお求めいただくか、直接東京書籍まで

ご注文ください。

森林の100不思議定価:本体981円(税別）

続・森林の100不思議定価:本体1,165円(税別）

森と水のサイエンス定価:本体1,000円(税別）

土の100不思議定価:本体1,000円(税別）

森の虫の100不思議定価:本体1,165円(税別）

熱帯林の100不思議定価:本体1,165円(税別）

森の動物の100不思議定価:本体1,165円(税別）

木の100不思議定価:本体1,165円(税別）

森の木の100不思議定価:本体1,165円(税別）

きのこの100不思議定価:本体1,200円(税別）

東京書籍株式会社副&覇輔覇鵜野
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一
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議
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	表1

	表2

	1997年5月号目次

	論壇_野生鳥類の保護と林地開発-特に猛禽類を中心に-

	特集_第108回日本林学会大会短信_林政
 
	特集_第108回日本林学会大会短信_経営

	特集_第108回日本林学会大会短信_風致／立地
 
	特集_第108回日本林学会大会短信_造林

	特集_第108回日本林学会大会短信_生態

	特集_第108回日本林学会大会短信_生理

	特集_第108回日本林学会大会短信_育種／樹病

	特集_第108回日本林学会大会短信_動物

	特集_第108回日本林学会大会短信_防災

	特集_第108回日本林学会大会短信_利用

	特集_第108回日本林学会大会短信_特用林産

	提言_林政・国有林問題に関する提言

	焦点_神奈川県営水道で水道料金に森林費用上乗せ-その背景の認識こそが普及の基盤-

	林業関係行事一覧

	写真探訪_海外の森林･林業博物館(下）-世界最大規模を誇る韓国国立山林博物館の場合-

	会員の広場_造林者の立場からVII
-藤原さんへの手紙-

	緑のキーワード_植物群落レッドデータ・ブック／新刊図書紹介

	自然・森林と文学の世界2_緑の季節はロビン・フッドの世界

	私の英国留学の記_ぬるいビールで乾杯，チアーズ〈最終回〉6_しみじみと振り返るあれこれ

	大村寛の5時からセミナー5_木,林,森／本の紹介_森林野生動物の調査／林政拾遺抄_永遠の森

	グリーングリーンネット／統計にみる日本の林業_木造住宅コスト／こだま_森林・林業教育に参加して

	林学関連ミニ･学科紹介12(34大阪市立大学35九州東海大学）

	第43回林業技術賞受賞者／第8回学生林業技術研究論文コンテスト受賞者／第1回日林協学術研究奨励金対象者

	第44回森林・林業写真コンクール入選者

	平成9年度林業技士養成講習･登録のご案内(概要）

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3

	表4


